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日本地質学会125周年を迎えるにあたって

一般社団法人日本地質学会理事会
125周年記念事業検討委員会

日本地質学会は1893（明治26）年に創設され，明治30年の会員数は128名であった．それ以来，日
本地質学会は営々と学問の歴史を築き，現在の会員数は約3800名，2018年には125周年を迎える．

明治維新後，日本における地質学は国土の開発のために必須の学問としてその歴史が始まった．
農業，工・鉱業は日本列島の地質の解明とともに発展し，鉄道や道路の敷設，トンネル掘削地の決
定などは地質学の裏付けが不可欠であった．その後も地質学は大いに日本の近代化に寄与し，発展
に貢献してきた．近年になり，経営的観点から炭鉱をはじめとする日本の鉱山の大部分が閉山とな
ったが，2011年３月11日の東北地方太平洋沖地震とそれに続く原子力発電所事故により，地質学に
対しては，社会の持続的発展に向け，国土が適切に利用されるための情報の供与，評価が求められ
るようになった．

地質学は地層や岩石，化石，鉱物などを探求する学問として発展して来たが，現在では地球の生
成から現在に至るまでの地球史の統合的理解が進み，未来予測までもが学問の対象となっている．
このような進歩により，巨大津波についての予測の提供ができるようになり，レア・メタルやメタ
ンハイドレート，深海底熱水鉱床の発見など，未来につながる新しい発見も相次いでいる．さらに，
頻発する巨大自然災害や火山噴火，地球環境問題の複雑化への対応において，地質学的観点が重視
されるようになり，地質学が果たすべき役割は一定の認知を得ている．一方で，ジオパークの推進，
地学教育の充実ならびに自然災害や環境問題に対する市民の理解を高めることは，日本の地質学に
おける今後の継続的課題である．

日本地質学会の創立125周年は，地質学の来し方，行く末を見つめ直す機会であり，地質学のさら
なる地位向上と地質学会の社会的発信力を強化していく絶好の機会でもある．私たちはこのような
状況を踏まえ，創立125周年にむけて，一連の記念事業の実施を計画している．記念事業を成功させ
るためには，多くの会員諸氏の参画・協力が不可欠であるので，本記念事業への参画・協力を広く
お願いしたい．

2015年５月23日

（追記）５月23日より，125周年記念事業実行委員会が発足しました．
メンバー：渡部芳夫，久田健一郎，平田大二，矢島道子，天野一男，永広昌之，緒方信一，
佐々木和彦，佃　栄吉，宮下純夫（順不同）

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）発行！
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2015年度会費およびそれ以前の未納会費がある方へ

６月中旬に督促請求書（郵便振替用紙）を郵送しました．

早急にご送金くださいますようお願いいたします．

７月上旬頃までに入金確認が取れない場合には，７月号の雑

誌から発送停止となります．定期的に雑誌をお受け取りになり

たい方は，お早めにご送金ください．
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長野大会ニュース

◆大会事前参加登録受付中です．
講演申込された方は忘れずに事前参加登録も行って下

さい．なお，巡検は旅行社を通じての手配のため，申込
受付の延長等の措置はありません．お申込はお早めにお
願い致します．

事前参加申込締切：８月18日（火）
＊ただし，巡検のみ：８月７日（金）

◆各種申込締切のお知らせ
小さなEarth Scientistのつどい～第13回　小，中，高校

生徒「地学研究」発表会～参加校募集：申込締切：
７月16日（木）

企業展示，書籍・販売ブース，広告掲載のお申込：１次
申込締切：７月３日（金）

◆キャンセルした講演の講演要旨の扱いについて
学術大会にて発表を申し込まれた講演を講演要旨印刷

後にキャンセルした場合，該当講演の要旨は印刷物とし
て存在することになります．この講演要旨の扱いについ

て，以下の通りとします．
１．講演をキャンセルした場合，講演要旨も取り下げた

ものとします．講演要旨集に要旨は残りますが，
キャンセルされた講演の要旨は引用できません．こ
れまではキャンセルされた講演の要旨もJ-Stage に掲
載していましたが，今後は掲載しません．

２．学術大会終了後，地質学雑誌にキャンセルされた講
演を掲載し，キャンセルされた旨を周知します．

３．次年度以降の学術大会にて，キャンセルした講演の
要旨を再掲し，発表を希望する場合は，再掲する要
旨に「本講演は第○○年学術大会にて発表をキャン
セルしたもので，本講演要旨は第○○年学術大会講
演要旨集に掲載されたものを再掲したものである」
旨を明記してください．

一般社団法人日本地質学会
行事委員長

竹内　誠
2015年６月６日

長野大会HPはこちら
http://www.geosociety.jp/nagano/content0001.html



●魅力
日本を代表する山岳景勝地である上高地は，槍・穂高連峰な

どの高峰に囲まれた谷底盆地です（写真１）．山岳地域の河谷
の多くが急勾配で狭いV字谷であるのに対し，上高地盆地の勾
配（大正池－徳沢間10 km）は８‰と小さく，盆地の幅は600
～900 mと広い．この緩傾斜平坦で幅広の谷底盆地は，12.4 ka
に焼岳火山群白谷山－アカンダナ火山の活動により岐阜県側に
流下していた古梓川がせき止められ，，せき止め湖として生じ
た古上高地湖が埋積されてたことにより形成されました．

槍・穂高連峰を構成する第四紀カルデラ火山－深成複合体を
観察する上でも，上高地では優れた巡検が可能なコースです．
第四紀花崗岩である滝谷花崗閃緑岩（写真２）も，巨大カルデ
ラカルデラを埋積したデイサイト質溶結凝灰岩も遊歩道沿いで

観察できます．また形成まもない新しいカルデラ火山では観察
不可能な，カルデラ内部の陥没カルデラ縁断層，カルデラ床が
観察できる点でも貴重な巡検フィールドです．

●みどころ
・焼岳火山の火山地形と上高地盆地の地形
・田代池一帯の流れ山地形
・ウェストン碑：第四紀滝谷花崗閃緑岩
・槍・穂高カルデラ埋積火山岩
・槍・穂高カルデラ東縁の組織地形
・槍・穂高カルデラのカルデラ床をなす美濃帯中生層

備考：昼食は各自持参

日本地質学会News 18（６） 3

2015長野大会：巡検のみどころ
巡検を含む事前参加登録：8月7日（金）締切 ＊郵送の場合は，8月5日（水）

・巡検のみ参加する場合も大会参加登録ならびに参加登録費が必要になります。
・実施日程の異なる場合，複数の巡検コースへの申込を行うことができます（今年は最大３コース申込可）．詳しくは，大会

HPまたはニュース誌５月号予告記事をご覧下さい．

笊コース 上高地盆地の地形形成史と第四紀槍穂高カルデラ-滝谷花崗閃緑岩
コンプレックス

９月10日（木）日帰り（東京，大阪・京都前夜発バス「さわやか信州号」利用が前提）
案内者：原山　智（信州大）

写真１：12 kaのせき止めで生じた上高地盆地と穂高連峰の山岳景観 写真２：1.4 Maの滝谷花崗閃緑岩の岩盤に埋め込まれたウェストン碑

地質学の普及巡検（地学教育・アウトリーチ巡検）で，バス
で移動します．一般市民も参加します．一部徒歩での移動もあ
りますので，健康な方のご参加をお願いします．

●魅力
新しく誕生した，妙高戸隠連山国立公園の魅力を地質学的に

探ります．戸隠地域から発見される海の生物の化石を基にした，
ちょっと変わった博物館も体験します．

●みどころ
・善光寺地震の断層崖
・裾花川沿いの新第三系・化石の産出状況（写真１）
・地質と地形・生活との関連
・小学校廃校を利用した自然史博物館（写真２）

備考：昼食は各自持参（コンビニへ立寄も可）

笆コース 海だった長野の生い立ちを学ぶ
９月13日（日）日帰り
案内者：田辺智隆（戸隠地質化石博物館　学芸員）

写真１：裾花川沿いの化石の産出露頭（新第三系） 写真２：小学校廃校を利用した戸隠地質化石博物館



●魅力
長野盆地と松本盆地の間の山地は，主に新第三系の堆積岩類

から構成されています．これらの堆積岩は日本海拡大によって
形成された海盆を中新世以降に埋積してつくられたもので，重
力流堆積物から浅海堆積物を経て河川成堆積物へと堆積相が変
化していく様子を見ることが出来ます．そして，地層中に記録
された海水準の上昇と低下をこれらの堆積物の堆積相変化から
読み取ることも可能です．

●みどころ
・小川村の小川層砂岩中の堆積相変化，ハイパーピクナル流か

ら堆積したタービダイトからハンモック状斜交層理の見られ
る浅海性砂岩への変化．

・大町市美麻の小川層中の陸上侵食面（シーケンス境界）とそ
の後の海水準上昇によって堆積した海岸やエスチュアリーの
堆積物．

備考：昼食は各自持参（参加者数によっては学会が用意するこ
とがあります）
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笳コース 地層形成と海水準変動
９月14日（月）日帰り
案内者：保柳康一（信州大学）・関めぐみ（野尻湖ナウマンゾウ博物館）

写真１：小川層の砂岩層上面に見られるウェーブリップル 写真２：小川層中の陸上侵食面．HCSが見られる外浜堆積物（右

手前），それを削り込んで（写真中央）堆積している河川

成堆積物（左奥）．

●魅力
四阿火山の山頂部には“四阿カルデラ”と呼ばれる直径３

kmほどの凹地があり，この火山の地形的な特徴となっています．
このカルデラから流れ出る米子川の上流域には，厚さ150 mに
達する溶岩層が作る断崖絶壁が約１kmも続き，不動滝や権現滝
をはじめとする落差70～80 mほどの複数の滝が見られます．ま
た，カルデラ内には硫黄鉱床が存在し，1960（昭和35）年まで
採掘が続けられていました．このほか周辺には，中世の山岳修
験道に由来をもつ米子不動奥之院や但唱上人が木食行を行った
と伝えられる遺跡も存在します．本巡検では，四阿カルデラ，
不動滝や権現滝といった成層火山体の開析地形とそれらを構成

する火山岩類を観察するとともに，米子硫黄鉱山跡や米子不動
奥之院といった人文的景観についても見学する予定です．

●みどころ
・長野盆地や飯縄火山などの四阿火山周辺の地形観察
・不動滝や権現滝をはじめとする米子の滝群と米子溶岩の大岩壁
・成層火山体の開析地形と遺跡の立地
・四阿カルデラとカルデラ内の地すべり地形
・硫黄鉱床や熱水変質帯および廃坑から流出する酸性水

備考：昼食持参（途中コンビニに寄ります）

笘コース 四阿火山：成層火山体の開析地形とその利用
９月14日（月）日帰り
案内者：竹下欣宏（信州大）・西来邦章（原子力規制庁・産総研）・富樫　均（長野県環境保全研）

写真１：米子溶岩の岩壁にかかる不動滝（右）と権現滝（左） 写真２：鉱山事務所跡から望む米子硫黄鉱山跡地と四阿カルデラ．

写真左手の岩壁に見られる白い脈状の部分が硫黄鉱床（泉坑）跡．



長野大会　巡検紹介
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笙コース 長野盆地西縁の変動地形と活断層
９月14日（月）日帰り
案内者：杉戸信彦（法政大）・廣内大助（信州大）・塩野敏昭（北信ボーリング）

写真１：長野盆地中部の西縁に発達する長丘丘陵．南西方を望む．

盆地内を北流してきた千曲川は長丘丘陵の背後を先行河川として流

れる．上陵の手前には夜間瀬川扇状地が広がっている．

写真２：急傾斜する豊野層（湖成堆積物）を不整合で覆う南郷層

（河成堆積物）．長野市豊野町豊野横町にあるこの露頭は1999年に長

野市指定天然記念物となった．

●魅力
火道，溶岩流，火砕流など様々な産状の黒曜岩を巡ります．

●みどころ
黒曜岩と流紋岩との関係や多種球顆の存在により生じる岩相

の違いを見ます．また，火砕流堆積物の大規模な露頭で岩片と
して見られる新鮮な黒曜岩（石器品質）やパーライトの産状を

観察します．鷹山遺跡群のトレンチ調査の結果，石器黒曜石は
火道周辺の黒曜石を爆発時に取り込んだ火砕流岩片であること
を紹介します．

備考：ヘルメット，革手袋の持参をお願いします．昼食は各自
持参（途中コンビにへの立寄も可）

笞コース 黒曜岩と石器
９月14日（月）日帰り
案内者　牧野州明（信州大）・高橋　康（信州大）・中村由克（明治大学）

写真１：球顆流紋岩断面（bar=1cm） 写真２：球顆の内容物（2相混合物+vesicle）

●みどころ
・城山丘陵の変動地形と先行谷
・豊野層の露頭（長野市指定天然記念物）
・高丘丘陵の変動地形
・草間の変動地形と地下構造
・南郷層の露頭
・飯山市街地の変動地形と地下構造
・常盤上野～大倉崎の変動地形と先行谷

備考：昼食付．帰りは飯山駅に寄ってから長野駅に戻ります．
飯山駅からお帰りいただくことも可能です（ただし，飯山駅か
ら長野駅までのバス移動に関わる費用は返還しません）．

●巡検のみどころ
長野盆地西縁断層帯は，羽越褶曲断層帯の南端付近に位置す

る西側隆起の逆断層です．本断層帯は，盆地西縁部に断層変位
地形や先行谷を発達させ，豊野層や南郷層とその分布・構造に
深く関与してきました．1847年に発生した弘化善光寺地震は，
この断層帯が引き起こしたM7.4の大地震です．明瞭な地表地震
断層が出現し，多数の斜面崩壊が発生した点で，同じく羽越褶
曲断層帯で発生した2004年新潟県中越地震などと共通点が多い
といえるでしょう．本巡検では，変動地形の分布と大地震に伴
う地表変位，また関連する地質および地質構造の発達史につい
て，災害という側面を意識しながら，地形・地質学的観点から
議論します．
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●魅力
北アルプス北部，鹿島槍ヶ岳から爺ヶ岳（写真１），蓮華岳一

帯には，第四紀更新世前期のカルデラ火山-深成コンプレックス
の断面が広く露出しています．この一帯ではカルデラ火山の活
動と花崗岩マグマの上昇定置の直後にあたる1.6 Ma～0.6 Maの
間に傾動を伴う隆起が生じており，カルデラ火山岩層が80°前
後の直立に近い状態まで南北水平軸回転しています（写真２）．
さらにカルデラ外に流走したアウトフロー堆積物である大峰帯
の大峰火砕流堆積物を観察します．北アルプスの隆起に引き続
いて松本盆地東縁断層に沿って生じた傾動隆起により，大峰帯
も東に40°前後傾斜しており，ともに第四紀以降の北部フォッ
サマグナと飛騨山脈一帯を支配した短縮テクトニクス場での構

造運動により生じました．巡検を通して，中部日本の第四紀の
テクトニクスについて活発な議論をお願いしたいと思います．

●みどころ
・0.8 MaのジルコンU-Pb年代の報告された黒部川花崗岩と複

合体をなし爺ヶ岳火山岩類．
・爺ヶ岳南峰-中央峰間のカルデラ湖堆積物の垂直層
・黒部川花崗岩のいたるところに濃集する暗色包有岩
・爺ヶ岳カルデラからアウトフローした大峰火砕流堆積物

備考：健脚者（登山経験者）に限らせていただきます．初日の
み昼食各自持参．山小屋（種池山荘）宿泊予定．

笵コース 北アルプス鹿島槍ヶ岳－爺ヶ岳に露出する，直立した第四紀陥没カルデラ－
黒部川花崗岩複合体：短縮テクトニクスによる山脈の傾動隆起の典型例

９月14日（月）～15日（火）１泊２日
案内者：原山　智（信州大）

写真１：北アルプス爺ヶ岳から望む鹿島槍ヶ岳．一帯には更新世前

期に活動していたカルデラ火山-黒部川花崗岩コンプレックスの断

面が露出しています．

写真２：爺ヶ岳南峰と中央峰の間に露出する直立した凝灰岩層（カ

ルデラ湖堆積物）．1.6 Ma～0.6 Maの間に水平軸回転を伴う隆起運

動が生じたことを示しています．

●魅力
本地域に分布する宇奈月変成岩類は，トリアス紀からジュラ

紀の南北中国地塊の衝突帯の延長と考えられ，また，蓮華変成
岩類は日本の付加体形成における初期の付加体です．このため，
この地域は，日本の古生代から中生代の地質構造発達史を解明
する上で極めて重要な位置を占めています．さらに両地帯には
ジュラ紀～白亜紀の地殻変動に伴って形成された浅海成～陸成
層が分布します．これらの堆積物の組成は，地殻変動によって
隆起した地質体の情報を示し，また堆積相は堆積環境を示すた
め，地殻変動の性質を明らかにする上での鍵となります．

蓮華変成岩類では，近年発見されたエクロジャイトユニット
と非エクロジャイトユニットの変形過程の比較を行います．ま
た，中生界では，LA-ICP-MSによる砕屑性ジルコンのU-Pb年代
を基に陸成層の堆積年代の制約や地層の再定義，また後背地の
検討がなされました．現地でのこれらの地質見学と共に中生代

の地殻変動について考えましょう．

●みどころ
・2015年３月にリニューアルオープンしたフォッサマグナ

ミュージアム（写真１）
・蓮華変成岩類のエクロジャイトユニット，非エクロジャイト

ユニット黒雲母帯と緑泥石帯の変形様式の比較
・来馬層群最下部の凝灰質岩の岩相とジルコンU-Pb年代（写真

２）
・陸成層及び岩脈の産状とジルコンU-Pb年代により再定義さ

れた白亜系

備考：初日のみ昼食は各自持参．

笨コース 蓮華変成岩類と中生代陸成層
９月14日（月）～15日（火）１泊２日
案内者：竹内　誠（名古屋大）・竹之内　耕（フォッサマグナミュージアム）・常盤哲也（信州大）

写真１：リニューアルされたフォッサマグナミュージアムのシアター

写真２：来馬層群最下部の凝灰質砂岩．斜交葉理や平行葉理が発達し，

火山ガラス片を多く含む凝灰質砂岩．飛騨帯の火成活動との関係はどう

なのでしょうか．
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期間：2016年３月上旬，日本発着約16日間

申込締切：2015年11月末日

（日本地質学会・日本応用団体地質学会・地

学研究会・国際ゴンドワナ研究連合・ネパー

ル地質学会・ネパール地すべり学会推薦）

造山帯の真髄をヒマラヤで勉強する！：ヒマ

ラヤ地学や野外地質学に造詣の深い日本とネ

パールの大学教員，元教員や技術者ら（30人

が指導・引率者として登録）がボランティア

で，日本の学生に素晴らしいヒマラヤの地学

と自然環境を実地で実習指導します．航空運

賃，宿泊費，食費，車のチャーター，現地ガ

イドやポーターの雇用等の必要経費一切込み

で参加費学生１人20万円以内，実施主体の利

益なし完全ボランティアのプログラムです．

詳細は下記URLでお確かめ下さい．

http://www.geocities.jp/gondwanainst/geot

ours/Studentfieldex_index.htm

日本の17大学の地学関係教室・学科では，

参加学生に対して実習単位の付与が可能にな

り，或いはその方向を検討中です．

本実習ツアーの第１回目は2012年３月に実

施され，以後毎年３月に実施されています．

実施報告は日本地質学会NEWS（17巻４号，

18巻５号など）やネット（下記）でもご覧頂

けます．ネットでは，過去４回のツアー参加

者の報告文を含む詳しい報告書（E-book）

４冊も閲覧（無料）頂けます．

https://www.data-box.jp/pdir/66fee6c5e7a

94f34826cf6a6f5bbaad2

なお，本実習ツアーには中・高校教員，関

係分野企業の新人社員，自然嗜好の市民等も

ご参加頂けます．

参加ご希望，あるいはご興味の方は下記プ

ロジェクト世話人までご連絡下さい．

学生のヒマラヤ野外実習プロジェクト

世話人会　代表　吉田　勝

E-mail：gondwana@oregano.ocn.ne.jp

Tel/Fax：0736-36-7789

第5回学生のヒマラヤ
野外実習ツアー参加者募集

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

関連する専門分野：海洋学，地球科学に関連

海洋研究開発機構平成28年度
国際ポストドクトラル

研究員募集

「まくれあがった台地と中央構造線のナゾ」

日時：2015年８月８日（土）９時～９日（日）

17時

活動場所：南アルプス林道，杖突峠，板山・

非持・溝口露頭，長谷公民館（戸台の化石資

料室），伊那市創造館など

集合場所：伊那市創造館（長野県伊那市荒井

3520番地）

宿泊先：国立信州高遠青少年自然の家（長野

県伊那市高遠町藤沢6877-11）

定員：小学５年～高校生　40名（定員をこえ

た場合，学年などを考慮し先着順で締め切り

ます）

参加費：2,000円（予定）

●実施プログラム

［８月８日］

９：00 伊那市創造館　開会式・オリエン

テーション

９：30 バスで出発

10：05 景色や地形を観察

12：00 昼食

12：30 石ころの観察

14：30 実験とお話

17：20 夕食・入浴

19：30 夜お話と翌日の説明，チームミー

ティング

22：00 就寝

［８月９日］

６：00 起床，朝食，清掃

９：00 地形や地層を観察

12：00 昼食

13：30 地震火山こどもフォーラム開会

（伊那市創造館）

15：30 サマースクール参加者の発表

16：40 フォーラム終了・閉会式

17：00 解散

詳しくは，http://www.kodomoss.jp/ss/

minamialps/

第16回地震火山こどもサマー
スクール in 南アルプス（中央
構造線エリア）の参加者募集

するすべての自然科学分野

応募資格：関連分野の博士号取得者（採用日

までに取得見込みの者を含む）．博士号取得

した年度の末日から採用までが５年以内であ

る事．

※国籍・性別を問いません．

※海洋研究開発機構では，全ての職員の雇用

に関し男女平等の理念を持っております．

勤務地：国立研究開発法人海洋研究開発機構

（横須賀本部・横浜研究所・高知コア研究

所・むつ研究所　のいずれか）

募集人数：５名

雇用形態：任期制職員

雇用期間：平成28年４月１日～平成29年３月

31日

※当機構の規定に基づき，事業年度中に65歳

に達する時は当該事業年度末日をもって雇

用契約を終了と致します．本期日について

は，今後変更する場合があります．

※定年制職員への移行審査資格はありません．

応募方法

応募書類：（1）履歴書　１通（応募職種＜

国際ポストドクトラル研究員＞を記載）（2）

博士論文の要約　１通（A４ １枚程度）（3）

これまでに行ってきた研究の要約　１通（A

４ １枚程度）（4）当機構において実施した

い研究テーマについて　１通（A４ １枚程

度）（5）研究業績リスト　１通（6）これま

でに受けた競争的資金（科学研究費補助金，

科学技術振興機構からの受託研究費など）の

リスト　１通（7）主要論文（２編以内）の

別刷またはコピー（8）推薦書　１通

応募締切：平成27年７月21日（火）必着

※ただし，応募者数が想定する人数に満たな

い場合は，募集期間を延長することがあり

ます．

お問い合わせ先

国立研究開発法人海洋研究開発機構

人事部　人事第２課　担当 玉田

TEL：046-867-9598 FAX：046-867-9095

E-mail：jinji2@jamstec.go.jp

応募方法など詳細は下記を参照．

http://www.jamstec.go.jp/recruit/details

/jinji20150721.html

１．職名・人員：教授，准教授又は講師　１

名

２．所属・勤務地：公立鳥取環境大学　環境

学部　（鳥取県鳥取市若葉台北１-１-１）

３．採用予定日：2016年４月１日

４．任期：５年．任期中の評価の結果その他

勤務成績に基づき再任可．ただし，再任後は

任期の定めのない契約とする．

５．専門分野：環境地質学，第四紀学（なお，

公立鳥取環境大学専任教員
（環境地質学・第四紀学）の
公募について（依頼）
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１．表彰内容

（1）科学技術賞

１）開発部門：我が国の社会経済，国民生活

の発展向上等に寄与する画期的な研究開

発若しくは発明であって，現に利活用さ

れているもの（今後利活用されることが

期待できるものを含む）を行った個人若

しくはグループ又はこれらの者を育成し

た個人

平成28年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰科学技術賞
および若手科学者賞
受賞候補者の推薦

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

助教，博士号取得後研究者もしくはそれらに相

当する研究歴をもつ外国在住の研究者若干名

３．雇用期間：平成28年４月１日～平成29

年３月31日のうち３ヶ月以上

４．研究分野：地震・火山および関連諸分野

５．推薦締切：平成27年８月31日（月）必着

（学会締切：７月31日（金））

６．提出書類：

○応募用紙（様式１：推薦者が記入のこと）

１部

○被推薦者の履歴書１部

○被推薦者の業績リスト１部

○被推薦者の研究歴（英語で300-500語程

度）１部

○被推薦者の地震研滞在期間の研究計画

（英語で300-500語程度）１部

○被推薦者の希望滞在期間及び事前連絡の

状況１部

７．宛先及び問合せ：〒113-0032

東京都文京区弥生１-１-１

東京大学地震研究所国際地震・火山研究推

進室佐竹健治

Tel. 03-5841-0219

電子メール：intl-office@eri.u-tokyo.ac.jp

８．注意事項：「国際室外国人客員教員推薦

応募書類在中」の旨を記し，書留郵便で送付

するか，または電子メールに添付のファイル

で送付すること．

１．募集人員：特任助教　１名

２．所属：大学院理学研究科　地球惑星シス

テム学専攻地球惑星システム学講座

３．専門分野：地球惑星進化学，地球ダイナ

ミクス，地球環境・資源学に関連する分野

４．採用時期：2015年10月１日以降出来るだ

け早い時期．

５．任期：特任助教としての任期は，平成29

年３月31日まで．

※平成29年４月１日以降は，助教（任期５年

（再任可．ただし１回限りとし，再任の場

合の任期は３年））として任用．

６．勤務形態：フルタイム勤務

７．給与等：広島大学教育研究系契約職員の

任免・給与及び労働時間・休日・休暇に関す

る規則による（予算都合により，年額

4,800,000円（月額400,000円）を予定）．

※平成29年４月以降の助教としての給与は，

広島大学年俸制職員給与規則を適用．

８．応募資格：①博士の学位を有する者，あ

るいは採用日までに取得見込みのもの．②先

見性と熱意を持って研究，教育にあたり，講

座の発展に貢献して頂ける若い方からの応募

を期待します．③英語で教育・研究指導がで

きること．

９．応募書類：

（1）履歴書（写真貼付）※過去５年間に広島

広島大学大学院理学研究科
地球惑星システム学専攻
「特任助教」の募集

大学で雇用（TA，RA，研究員歴を含む）

をしたことがある場合は，漏らさず記載し

て下さい．

（2）研究業績リスト（①査読有り原著論文，

②査読無し原著論文，③総説（review），

④著書，⑤その他，に区分して記述するこ

と．投稿中の論文については，その旨明示

すること）

（3）主な論文別刷（コピー可）５編以内（（2）

で印を付けた論文，各１部）

（4）これまでの研究内容と今後の研究計画

（A４用紙１～２枚程度）

（5）教育経験と教育（教養，専門，大学院）

に対する抱負（A４用紙１～２枚程度）

（6）外部資金の獲得状況

（7）本人の業績についての照会先（3名以内）

の氏名とその連絡先

10．応募締切：2015年９月30日（水）まで

11．書類提出先及び問い合わせ先：

〒739-8526 広島県東広島市鏡山１-３-１

広島大学大学院理学研究科地球惑星システ

ム学専攻長　関根利守

TEL．082-424-7474（研究室）

E-Mail：toshimori-sekine@hiroshima-

u.ac.jp

※応募書類に「地球惑星システム学専攻特

任教員応募書類在中」と朱書きし，簡易

書留郵便で送付すること．

選考方法や公募の詳細については，上記ま

でお問い合わせ下さい．

当専攻の教育研究活動は下記のホームペー

ジを参照ください．

http://home.hiroshima-u.ac.jp/depssweb/

gs/index.html

本学はフィールドワークを重視しており，野

外調査・実験などに長けている方）

６．担当科目：地球科学入門，地学概論，環

境地質学，地学実験，自然環境保全演習・実

習（分担），地形・地質学特論（大学院）他

に，本学独自のプログラム「プロジェクト研

究」等を担当予定

７．応募資格：

① 採用時点で博士の学位を有する方，また

は，これと同等以上の優れた知識及び経

験を有し，教育・研究上の能力があると

認められる方

② 当該分野の教育と研究に熱意をもち，地

域貢献にも意欲のある方．また，校務に

も熱意をもって取り組んでいただける方

③ 採用後，鳥取市または近郊に居住できる

方

④ 国籍は問いませんが，授業を日本語でで

きる方

⑤ 教員の経験を有することが望ましい

８．提出書類：下記の書類をすべて期限内に

提出してください．

① 個人調書：写真を添付（画像の貼付け不

可）．「学歴」の欄には『学位の種類』『学

位記番号』『学位授与年月日』『学位授与

大学名』を明記

② 教育研究業績書：学術著書，論文（査読

の有無を明記）等のほか，競争的研究資

金の獲得状況なども記入

③ 業績資料：主要な業績（現物，現物のコ

ピーまたは抜刷り可）は5点以内に絞り，

それぞれに400字程度の概要を付して提出

④ 着任後の教育，研究に関する抱負を記し

たもの（A４版，2000字以内）

⑤ 応募者に関する所見を伺える方２名の氏

名および連絡先（住所，電話番号，電子

メールアドレス）

９．応募締切：2015年８月31日（月）必着

10．応募書類の提出先：

〒689-1111 鳥取県鳥取市若葉台北１-１-１

公立鳥取環境大学　総務課　教員採用担当

問い合わせ：公立鳥取環境大学　総務課　教

員採用担当

E-mail：recruit@kankyo-u.ac.jp

TEL 0857-38-6700／FAX 0857-38-6709

※問い合わせは原則としてE-mailでお願いしま

す．お電話での連絡は極力ご遠慮ください．

提出書類，提出方法など詳細は下記を参照

ht tp : / /www.kankyo -u . a c . j p /abou t/

publicoffering/recruit/150526_1/

１．推薦者の資格：日本在住の，国立大学法

人・公・私立大学及び国・公立研究機関の教

授もしくは准教授またはこれに準ずる研究者

２．被推薦者の資格と人数：教授，准教授，

東京大学地震研究所
平成28年度国際室

外国人客員教員の推薦公募
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（様式）http://www.eri .u -tokyo.ac . jp/

sharing/shinseiyousiki.html

４．登録期限：平成27年７月31日（金）

（備考）

１．登録種別

（A）特定共同研究A：「災害の軽減に貢献

するための地震火山観測研究計画推進につ

いて（建議）（地震火山災害軽減研究）等，

共同利用経費以外の予算の裏付けのあるプ

ロジェクトが登録課題の対象です．登録課

題に参加するための旅費を補助します．研

究期間は１年です．

（B）特定共同研究B：現在は地震火山災害軽

減研究や委託研究等の事業費の裏付けがな

く，将来事業（大型プロジェクト等も含む）

化を目指す萌芽的な計画を対象とします．

複数の機関からの参加者からなる研究者グ

ループで実施され，国際的または多くの分

野にまたがる学際的な研究課題の応募を期

待します．研究期間は１年で，審査のうえ

最長３年まで継続できます．

本種別の登録課題に関しては，１件当た

りの研究費の上限は１年につき200万円とし

ます．なお，費目としては旅費，消耗品費，

役務費とし，備品費は原則として認めませ

ん．研究集会開催のみを目的とした課題は，

９月～10月に募集予定の「研究集会」に応

募してください．

（C）特定共同研究C：共同利用経費以外の資

金によって運営される共同研究プロジェク

トが登録課題の対象です．共同利用経費か

らの配分はありません．研究期間は１年で

す．

２．登録された研究課題の採否手続き

（1）登録された研究課題は，平成28年度の地

震研究所共同利用公募要項に添付して，本

年９月上旬，全国の関係機関に発送いたし

ます．

（2）全国の研究者に対し，登録された研究課

題の分担研究者として参加する方を公募い

たします．その際分担する役割，必要経費

等を明示していただきます．

（3）地震研究所は，応募書類をとりまとめ研

究代表者に送り，研究代表者は要求をとり

まとめて全体計画書（計画調書）を地震研

究所研究支援チームに提出していただきま

す．

（4）計画調書は，共同利用委員会の審査を経

て採否が決定されます．

【問い合わせ先】

〒113-0032 東京都文京区弥生１-１-１

東京大学地震研究所研究支援チーム（共同

利用担当）電話：03-5841-5710，1769

FAX：03-5689-4467 

E-mail：k-kyodoriyo@eri.u-tokyo.ac.jp

２）研究部門：我が国の科学技術の発展等に

寄与する可能性の高い独創的な研究又は

開発を行った個人又はグループ

３）科学技術振興部門：大学等の研究開発成

果を活用したベンチャー創出，地域にお

ける産学官連携，研究開発の社会的必要

性に関する研究等の分野において，科学

技術の振興に寄与する活動を行い，顕著

な功績があったと認められる個人又はグ

ループ

４）技術部門：中小企業，地場産業等におい

て，地域経済の発展に寄与する優れた技

術を開発した個人若しくはグループ又は

これらの者を育成した個人

５）理解増進部門：青少年をはじめ広く国民

の科学技術に関する関心及び理解の増進

等に寄与し，又は地域において科学技術

に関する知識の普及啓発等に寄与する活

動を行った個人又はグループ

（2）若手科学者賞

萌芽的な研究，独創的視点に立った研究

等，高度な研究開発能力を示す顕著な研究

業績をあげた40歳未満の若手研究者個人

２．受賞候補者の推薦について

本表彰は，文部科学省研究振興局長が推薦

依頼を発出した機関（以下，推薦機関）から

の推薦のみ受け付けております．従って，個

人に対する募集は行っておりませんので御注

意ください．

３．推薦締切

平成27年７月27日（月）（学会締切：７月17

日（金））

４．書類送付先

〒100-8959 東京都千代田区霞が関３-２-２

文部科学省研究振興局振興企画課奨励室

研究振興局振興企画課奨励室（杉山・中村・

水落）

電話番号：03-5253-4111（内線4071），03-

6734-4071（直通）

メールアドレス：sinsyore@mext.go.jp

東京大学地震研究所においては，全国の地

震・火山の関連分野の研究遂行に資するた

め，各種共同利用が設けられています．

１．登録事項：特定共同研究A，特定共同研

究B，及び特定共同研究Cの研究課題

２．登録資格：国立大学法人・公・私立大学

及び国・公立研究機関の教員・研究者又はこ

れに準じるもの．

３．登録方法：本状添付の指定の様式（T-１）

に記入の上，Webより提出して下さい．

様式は地震研究所共同利用ホームページか

らダウンロードできます．

平成28年度地震研究所共同利用・
特定研究課題登録のお知らせ

１．公募事項

（1）特定機器利用

地震研究所では，全国の地震・火山の関

連分野の研究遂行に資するため，施設・実

験装置・観測機器等の共同利用を行ってお

ります．このうち，別表M-３にある特定

機器についてのみ，次年度利用分の公募を

１年ごとに行っています．２ヵ月以上の利

用を希望される場合には，以下の記載事項

をご参照のうえ，期日までに必ず本所共同

利用HPよりWeb申請を行ってください．

本通知をはじめ，各種様式は本所共同利

用HPに掲載してあります．

２．申請資格：国立大学法人・公・私立大学

及び国・公立研究機関の教員・研究者又はこ

れに準じる者．

3．申請方法：共同利用　HPにある様式M-

１に必要事項を記載の上，上記HPよりWeb

申請してください．

４．研究期間：研究期間は，平成28年４月か

ら平成29年３月までとします．

５．審査の方針と採否の決定：本所観測開発

基盤センター及び共同利用委員会では，提出

された申請書に基づいて，研究計画の内容が

共同利用の趣旨に沿っているかどうか等の審

査を行い，採否を決定します．採否の決定は，

平成27年10月までに行われ，審査結果を使用

責任者あてに通知します．なお，機器の利用

が他の研究グループと重なる場合は，利用台

数や利用期間に関して，グループ間での調整

をお願いすることがあります．

６．申請期限：平成27年７月31日（金）【厳守】

７．臨時貸出：突発的な事象が起きた場合や，

利用期間が２ヶ月未満の短期の場合は随時受

け付けますので，各機器の所内担当者へご相

談ください．

８．所要経費：観測機器等の利用のために必

要な経費及び旅費は，使用責任者が負担して

ください．

【問い合わせ先】

〒113-0032 東京都文京区弥生１-１-１

東京大学地震研究所研究支援チーム（共同

利用担当）

電話：03-5841-5710，1769

FAX：03-5689-4467

E-mail：k-kyodoriyo@eri.u-tokyo.ac.jp_

共同利用HP http://www.eri.u-tokyo.ac.

jp/sharing/info.html

アースウォッチ・ジャパンは，重要度を増

す環境保全分野に加えて，自然環境の再生・

修復・伝統的利用・循環を追求する研究を広

く支援し，研究の意義をより多くの市民に

アースウォッチ・ジャパン
野外調査プログラムの募集

東京大学地震研究所
平成28年度特定機器利用の公募
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お問い合わせ先

〒113-8657 東京都文京区弥生１-１-１

東京大学大学院農学生命科学研究科　

フードサイエンス棟４階

認定特定非営利活動法人アースウォッチ・

ジャパン

「2015年度野外調査プログラム」係

TEL 03-6686-0300

E-mail：info@earthwatch.jp

目的：「湿原の保全」に関して行われた優れ

た学術研究を顕彰することにより，この分野

の学術的・学際的研究の伸展を図ること，及

び環境保全に関する関心を高めることを目的

とします．

賞の内容：

（1）賞の種類

選考の主たる対象は学術的貢献が顕著な研

究者に授与する尾瀬賞です．今後の研究深化

が期待される若手研究者（原則として応募時

40歳未満）には尾瀬奨励賞を授与します．

（2）候補者の対象・資格

１）賞の対象は，国内外の泥炭を有する湿原

（以下，「湿原」という．）の生態系及び生

物の動態，保全，管理，再生に関する学術

的研究（人文社会系の研究を含む）とし，

気候，流域，外来種，野生動物などの湿原

生態系へ与える影響とその管理に関する研

究を含みます．とくに尾瀬の湿原保全に係

る課題（＊）について行われた優れた研究

の応募を強く期待します．なお，一般湿地

生態系の研究は，湿原の保全，管理，再生

に大きく貢献する場合は賞の対象となりま

す．

２）応募者は上記の分野において優れた学術

的業績を上げ，今後の研究の深化が期待さ

れる個人，または複数の研究者が相互協力

して研究を進めたグループとします．

３）グループ研究による業績の場合は代表者

による申請とします．

４）グループ研究の代表者は，単なるグルー

プの組織・統括者ではなく，「応募研究

テーマに関係する主要業績」の共著者とし

て学術的貢献の顕著な人とし，１編以上の

主著者であることとします．

５）グループ研究における共同研究者は，応

募研究テーマの研究に密接に関与してきた

研究者であり，主要業績の共著者であるこ

ととします．

６）尾瀬奨励賞の対象者は個人応募のみとし

ます．

７）病気や出産・育児などで長期間（１年以

上）にわたり研究活動が中断した期間があ

る場合はその期間を別紙（様式自由）に書

いて，添付して下さい．

（3）受賞

１）尾瀬賞受賞者は本賞１名以内，奨励賞２

第19回尾瀬賞

知っていただくために，日本国内の調査プロ

グラムに協働する研究を公募します．皆様の

積極的なご応募をお待ちしています．

応募締切：2015年８月31日（月）（郵送の場

合は当日消印，宅配便の場合は受付印有効）

助成対象団体：日本国内に拠点を持ち，かつ，

研究実績を３年以上持つ，下記①～④のいず

れかの団体に所属する個人，グループ等を対

象とします．

①大学・博物館等等の研究教育機関

②公的研究機関（独立行政法人，地方独立行

政法人，自治体及びそれらの研究機関に準

ずる機関を指します．）

③財団・社団・特定非営利活動法人

④上記①～③の協働グループ

なお，申請は，当該団体に所属する職員の

方を申請代表者とします．

助成対象案件

研究は，以下４つを重点的な領域として設

定し，同領域あるいは同領域を含む複数に合

致するものを対象とします．

１）．海と陸とをつなぐ領域：沿岸生態系・

海洋環境と陸域の環境

２）．人間と野生生物の境界線の変動：里山

環境・奥山と人里の環境

３）．種に関わる領域：固有種・希少種・外

来種の分布の変化

４）．日本の自然観に基づいた領域：伝統的

な資源利用，持続可能な資源管理のための

知恵など

５）．その他，アースウォッチ・ジャパンの

ミッションに即すると思われる領域・テーマ

対象地域

研究を実施する地域は，日本国内を対象と

します．なお，海外における研究については，

別途ご相談ください．

実施期間　2016年４月より３年間とし，この

期間を対象として１年単位で実施契約を締結

します．

３年を超える場合には，研究実績（論文発

表など）を踏まえて継続の可否を検討します．

選定方法　助成研究の選定は，当法人の諮問

機関である「プログラム検討委員会（サイエ

ンス・アドバイザリー・コミッティ）」によ

る一次審査，ならびに当法人の理事会による

総合的判断に基づき決定されます．

なお，上記の選定プロセスに加え，一次審

査の通過案件を対象に必要に応じて面接を実

施します．面接審査の対象案件の申請代表者

には，別途詳細をご連絡いたします．

応募方法　当法人ウェブ内の所定の『申請書』

に必要事項をご記入の上，下記事務局まで

メールあるいは郵送してください．

名以内とします．

２）本賞受賞者には１名（１グループ）に賞

状および賞金100万円を贈呈します．

３）奨励賞受賞者には１名につき賞状および

賞金20万円を贈呈します．

４）適任者がいない場合には受賞者なしとす

ることもあります．

募集：

（1）募集締切：平成27年８月31日（月）（当

日の消印有効）

（2）応募方法：以下の書類（①～⑤）をそろ

えて応募して下さい．記載は日本語または英

語に限ります．なお，応募は自薦または他薦

とします．①「第19回尾瀬賞」応募用紙（個

人用，グループ用，推薦用のいずれか）②尾

瀬賞応募業績調書③応募研究テーマに関係す

る主要業績調書④業績一覧⑤③に挙げた主要

論文，著作の別刷またはコピー．

応募用紙の送付先および問い合わせ先：

公益財団法人尾瀬保護財団事務局「尾瀬賞」

係

〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目

１－１群馬県庁内

電話：027-220-4431，FAX：027-220-4421，

Eメール：info@oze-fnd.or.jp

＊尾瀬が抱える課題や尾瀬賞の応募用紙等

は ， 尾 瀬 保 護 財 団 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.oze-fnd.or.jp/）に掲載し

ています．
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の生き物たち」「自然環境」に関連して，ポ

リプの接写やサンゴ礁の海中景観，イリオモ

テヤマネコなどの琉球列島固有種の写真，嘉

陽帯の褶曲構造やビーチロックの露頭写真な

どが豊富に準備されている．本書は，琉球大

学理学部で実施されている「国際サンゴ礁教

育研究ハブ形成プロジェクト（平成23～27年

度）」の活動成果の一部として刊行されたも

のであり，執筆者は，琉球列島の自然研究に

関わる地学系・生物系・化学系の37名の教

員・博士研究員・大学院生たちである．

本書は，第１章「サンゴ礁の今・昔・みら

い」，第２章「琉球列島の生き物たち」，なら

びに第３章「豊かな生物相を育む島と環境」

からなる．第１章では，まず琉球列島を特徴

づけるサンゴ礁に焦点を絞り，サンゴの生

殖・生態やその骨格を解説すると共に，サン

ゴ礁や石灰岩の形成，さらに現在サンゴ礁が

直面する白化現象や海洋酸性化などの問題な

どについて説明している．第２章では，琉球

列島の森林・陸域・干潟・海域に棲息する動

物・植物の多様性やその興味ある生態につい

て紹介し，多様性を生み出す要因と多様性保

全の重要性を述べている．さらに第３章では，

島々の多様な生物を育む自然環境として，琉

球列島の地質とその成り立ち，天気と雲の特

徴，大気エアロゾル，鍾乳洞と鍾乳石，黒潮

と海洋深層水などに触れ，自然環境の特徴と

大陸や南方海洋との関わりなどを解説してい

る．また「サンゴ年輪学」や「海洋熱水」な

どの最先端の研究や「津波石」・「島尻マー

ジ」など私たちの生活に関連するトピックス

が，コラムとして取り上げられている．

琉球列島に展開される独特の自然環境と生

態（系）は，互いに密接に関わりながら，進

化・発展を遂げてきた．本書は，「琉球列島

の自然」の成り立ちから現状，そして将来に

ついて，地学・生物学・化学を基礎に総合的

な観点から知ることができるよう構成されて

いる．イソギンチャクやクラゲの仲間である

サンゴが，どのようにして琉球列島の大規模

なサンゴ礁を作り上げたのか，何故，イリオ

モテヤマネコは小さな西表島だけに固有種と

して棲息し，生き残ることができたのか，

「東洋のガラパゴス」と称される琉球列島で

蝶類や植物が多様性を生み出した原因は何

か，など，オムニバス形式で次々と紐解かれ

ていく．また高温のガードレールに気生藻類

が棲息していることには驚かされると同時

に，それが地球史における藻類の陸上進出解

明につながる可能性に心が躍る．「進化は現

在進行形」と表しているように，琉球列島の

自然環境は，現在も変化を続けている．本書

は，その変化に大きな影響を与える人間活動

（森林伐採・赤土・干潟埋立て・大気汚染・

地球温暖化など）との関係についても，環境

経済学などを含む多角的な視点から触れてお

り，将来の琉球列島，ひいては地球規模での

自然環境を考えるきっかけを与えている．

全体を通して，平易でわかりやすい文章で

まとめられており，通常は専門外の人には難

解な内容も，容易に理解できるように工夫さ

れている．例えば，個々の生物の「バイオミ

ネラリゼーション」で生成される「バイオミ

ネラル」によってサンゴ礁・石灰岩が形成さ

れる過程も，化学式などを用いず，生体内で

の化学プロセスのイラストに始まり，底生有

孔虫などの殻や骨格，海浜砂の構成物，サン

ゴ礁の地形と発達史，そして琉球列島の石灰

岩へと，写真とイラストを利用して順序よく

説明されており，高校生以上であれば特別な

知識がなくても，生物から岩石が生み出され

る過程を理解することができるであろう．ま

たふんだんに使われているオールカラーの図

面と写真によって，見ているだけでも楽しめ

る内容となっている．きわめて良質な自然解

説書・啓蒙書と言えるだろう．カラフルな写

真や図面を眺めながら読みすすめると，先月

も行ったばかりなのに，ついついまた琉球列

島の島々へ行きたくなってしまう，そんな衝

動に駆られる一冊である．

本書は，沖縄県内の書店で購入することが

できるが，県外の方は，出版元であるボー

ダーインク社のネット販売（http://www.

borderink.com/?p=15124 ）をご利用された

い（送料無料）．

（松田博貴）

紹　介

『琉球列島の自然講座』

琉球大学理学部
「琉球列島の自然講座」
編集委員会　編

（有）ボーダーインク，2015年３+６月，

207ページ，ISBN：978-4-89982-272-1，定

価1800円＋税

本書を手に取って，まず目に飛び込んでく

るのは，美しい琉球列島の風景とそこに生き

る様々な生き物たちの写真である．本書の

テーマである「サンゴ礁に囲まれた琉球列島

に広がるユニークな自然環境と生物の素晴ら

しさを幅広い視野で俯瞰する」を体現する表

紙である．さらに巻頭には，「サンゴ礁」「島
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○IGCP608 第3回　国際シンポジウ
ムおよび第12回中生代陸生生態系シ
ンポジウム
８月16日（日）～18日（火）

場所：中国瀋陽，瀋陽師範大学

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

○平成27年度全国地学教育研究大会・
日本地学教育学会第69回全国大会
８月21日（金）～24日（月）

場所：福岡教育大学

http://www.jsese-69th-meeting.jp/

月　September
★関東支部：清澄フィールドキャンプ
９月１日（火）～９月７日（月）６泊７日

場所：東京大学千葉演習林（千葉県鴨川市）

http://kanto.geosociety.jp

○第59回粘土科学討論会
日本地質学会　共催

９月２日（水）～５日（土）

場所：山口大学理学部・人文学部

http://www.cssj2.org/

★日本地質学会第122年学術大会
（2015長野大会）
９月11日（金）～13日（日）

場所：信州大学工学部（長野市若里キャンパ

ス）ほか

（後）第11回国際化石藻類シンポジウム
９月14日（月）～19日（土）

会場：琉球大学

（後）第４回アジア太平洋ジオパーク
ネットワーク山陰海岸シンポジウム
９月16日（水）～20日（日）

会場：豊岡市民会館，鳥取環境大学ほか

http://apgn2015-jpn.com/

○第32回歴史地震研究会
９月21日（月・祝）～23日（水・祝）

会場：京丹後市峰山総合福祉センター

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/menu

7.html

（ 共 ） Arthur Holmes Meeting-
Tsunami Hazards and Risks: Using
the Geological Record
９月25日（金）

場所：The Geological Society（英ロンドン）

プレ巡検：22日（火）～23日（水）

http://www.geolsoc.org.uk/ahm15

９

2015.７～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，（協）

協賛．

2015年
月　July

（共）第52回アイソトープ・放射線研
究発表会
７月８日（水）～10日（金）

場所：東京大学弥生講堂（文京区弥生１-１-１）

http://www.jrias.or.jp/

（後）第13回微量元素の生物地球化学
に関する国際会議
７月12日（日）～16日（木）

場所：福岡国際会議場

http://www.icobte2015.org/index.html

（共）原子力シンポジウム2015
テーマ「原子力の安全と科学と人材育成（仮）」

７月16日（木）

場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木）

問い合わせ先：シンポジウム運営委員会事務

局

kikaku@aesj.or.jp

（後）青少年のあめの科学の祭典2015
全国大会
７月25日（土）～26日（日）

場所：科学技術館（千代田区北の丸公園）

http://www.kagakunosaiten.jp/

（共）第19回国際第四紀学連合大会
（INQUA 2015）
７月27日（月）～８月２日（日）

場所：名古屋国際会議場

http://inqua2015.jp/

月　August
★関東支部巡検『秩父ジオパークを
まるごと堪能する』
８月11日（火）～12日（水） １泊２日

場所：埼玉県秩父地域

http://kanto.geosociety.jp/

８

７

（後）第10回アジア地域応用質学シン
ポジウム
９月26日（土）～27日（日）

場所：京都大学宇治おうばくプラザ

http://2015ars.com/

月　October
（後）国際シンポジウム「沈み込み帯
堆積盆地のリソスフェア・ダイナミ
クス」
10月５日（月）～７日（水）

会場：東京第一ホテルシーフォート（品川区

東品川）

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ILP2015

○第８回アジア海洋地質会議（ICAMG-8）
10月５日（月）～10日（土）（巡検を含む）

場所：韓国済州島，JEJU GRAND HOTEL

http :// icamg-8 .k igam.re .kr/ICAMG/

index.jsp

○第30回ヒマラヤ・カラコルム・チベ
ットワークショップ（30th HKT 2015）
10月６日（火）～８日（木）

場所：Wadia Institute, Dehra Dun, India

http://www.hktwadia2015.org/

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2015年総会及び第12回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
10月21日（水）～23日（金）

場所：筑波大学

http://www.geol.tsukuba.ac.jp/̃gansekihp/I

AGR2015/ 

○IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第４回国際シンポジウム
10月26日（月）～27日（火）

場所：チュラロンコン大学（タイ・バンコク）

http://www.igcp589bangkok.org/

月　November
（協）第31回ゼオライト研究発表会
11月26日（木）～27日（金）

場所：とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町）

http://katalab.org/31zeolite/
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25年前の日本地質学会富山大会の夜間小集会「都市地質学全
国協議会」で，地質汚染などで問題となっていた自然地層と人
工地層との境界“人自不整合”について，地質学用語の提唱と
その重要性が指摘された．提唱者の楡井久氏達をはじめとした
参加者間で大議論となり，“人自不整合”が環境地質研究員会
で採択されたものの，この新概念は国内で意味が深まらずに休
眠状態であった．同氏は，京都で開催された29th IGC以来，
IUGS-COGEO，IUGS-GEMで長く活躍し，国際的に高い科学
レベルにある日本の環境地質学の国外紹介に尽力してきてい
る．国際GEO-PARK創立に関わるIUGS-COGEO側からのコメ
ントにも関わっていたようである．

このような背景があったのか，”人自不整合“の用語が国際
誌「The Anthropocene Review，2015」に，

The most important aspect of the declaration from the
standpoint of this paper is the significance accorded to the
lower bounding surface － marking the division between
anthropogenically modified layers and natural geological
deposits － that is known by Japanese geologists as the Jinji

（人自）unconformity or discontinuity. The Chinese character
for‘Jin’（人）means human being and that for‘Ji’（自）
means‘natural’. Although of particular relevance to the
understanding of artificial ground in geologically unstable
regions on the Japanese east coast, the boundary is also held
to demarcate the lower bounding surface of humanly
modified ground elsewhere in Japan and in other parts of the
world. It marks the base of cultural layers of historic and
ancient origin as well as heavily contaminated layers of the
industrial age（Nirei et al., 2012）. It is coincident with
Boundary A, the lower boundary of the archaeosphere, as
referred to in this paper and in Edgeworth（2014）.

“http://anr.sagepub.com/content/early/2015/01/07/20530
19614565394.full.pdf+html”
として掲載されている．“人自不整合”は，東日本大震災を契
機にその概念の重要性が国外で認識され，国際学術用語として
使われているのではないかと思われる．

はたして日本発の地質学的概念が，英語論文中にその用語の
「漢字」がちりばめられて紹介された例は，これまでの日本地
質学史の中にあったであろうか？このような事例は今後の日本
地質学史の編纂に寄与すると思われる．特に，古参の地質学会
会員の方々が記憶を呼び起こし，地質学会会員の共有情報にし
ておくことは，若手から独創的発想の研究成果が生まれる機会
にもなろう．

記事を書くに当たって，八木アンテナのことを思い出した．
世界的な発見・発明である指向性の八木アンテナは発明当初日
本の科学界には西洋崇拝が強く，日本の発明は重要でないと受
け入れられず八木の論文は，日本では埋もれてしまった．日本
の特許がアメリカ軍によって利用され，戦後まもなくテレビが
世界中に普及し，同時に八木アンテナも世界中に普及した．な
ぜか，このような構図が地質学の世界と重なっているように感
じ筆を執った次第である．

引用文献
Matt Edgeworth, Dan deB Richter, Colin Waters, Peter Haff,

Cath Neal and Simon James Price, 2015, Diachronous
beginnings of the Anthropocene: The lower bounding
surface of anthropogenic deposits, The Anthropocene
Review, 1－26．
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国際学術用語となった“人自不整合”

上砂正一（環境地質コンサルタント，NPO法人日本地質汚染審査機構副理事長）

第6回惑星地球フォトコンテスト：入選
「宝永山火口」

写真：平井健司（静岡県）
撮影場所：富士山表口５合目より宝永山遊歩道

【撮影者より】江戸期宝永の年に富士山大爆発によってできた大
火口で，異空間の世界を作っています．溶岩に含まれる赤鉄鉱に
よる赤岩の地層が見えます．世界文化遺産に登録された富士山は
その秀麗な姿を賞賛され，四季折々に人々の目を楽しませていま
す．しかしまぎれもなく「火山」であり，地下には膨大なエネル
ギーを有しています．人は保全に務めると共に自然への畏怖の念
を忘れてはならないと思います．

【講評】宝永火口は，山頂火口よりも大きな冨士山最大の火口で，
左の火口壁には古い時代の溶岩流とそれを垂直に貫く岩脈群が，
さらにその奧には富士山頂が，右手前には古い地層が持ち上げら
れた宝永山の赤岩があります．全体的に落ち着いた色調の格調高
い作品に仕上がっています．（審査委員長　白尾元理）

【地質的背景】1707年12月16日（グレゴリウス暦）に始まった宝
永噴火で形成されたのが，宝永火口です．宝永火口は３つあり，
標高の高い北東側から，標高が低い南西側へと言う順番で宝永第
一～第三火口と呼ばれています．しかし，噴火は第二と第三火口
ではじまりました．その後，これらの火口の東縁で宝永山の隆起
があり，最後は第一火口が噴火して終わりました．この写真では
手前に第二火口，奥に第一火口，右手に宝永山が見えています．
（神奈川県温泉地学研究所：萬年一剛）

表紙紹介
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日本地質学会主催，産総研地質調査総合センター共催の上記
研修が，５月18日（月）～５月22日（金）において，４泊５日
で実施された．本研修は，誰でも参加できる若手技術者向けの
地質調査研修を毎年実施してほしいという要請が，民間地質関
連会社から産総研地質調査総合センター（旧工業技術院地質調
査所）に出されたことをきっかけに2007年度より始まり，今回
で９年目，10回目にあたる．2011年度までは，産総研地質調査
総合センターの外部研修プログラムとして，地学情報サービス
㈱（当時）の管理運営の下で実施されたが，2012年度からは現
在の形で実施されている．今回の研修参加者は，都内の資源・
地熱開発会社から男性１名女性１名，都内の石油天然ガス開発
会社から男性１名，茂原市の水溶性天然ガス会社から男性１名，
千葉市の独立行政法人から男性２名の定員６名であった．講師
は，産総研の徳橋秀一（地圏資源環境研究部門の客員研究員）
と小松原純子（地質情報研究部門の主任研究員）が務めた．

今回の研修では，研修ルートに関して重要な変更があった．
というのは，これまで研修の主要地域であり川沿いでのルート
マップ作成コースであった東大千葉演習林内の猪の川（黒滝沢）
へ行く猪の川林道沿いで比較的大きな崖崩れがあり，その影響
で徒歩での通過も研修開始直前の４月下旬になって禁止となっ
た．このため，猪の川の東側に位置し，猪の川沿いで研修対象
としてきた安房層群上部の天津層，清澄層，安野層がやはり同
様に分布する七里川（しちりがわ：小櫃川本流の上流部）沿い
でのルートマップ作成に急遽変更した．また，４月末～５月初
めの連休の合間に，七里川で現況確認調査を実施した．

研修各日の実施内容は次の通りである．

１日目：５月18日（月） 晴れ
午前11時にJR外房線君津駅に集合後，小糸川上流の清和県民

の森に移動した．清澄向斜南翼部に位置し，清澄層最下部の厚
いタービダイト砂岩優勢互層と凝灰岩鍵層が分布する清和県民
の森の渕ヶ沢林道沿いで，タービダイト砂岩層や主な凝灰岩鍵
層の特徴を観察後，クリノメーターを使った層理面の走向・傾
斜の測定法，ルート図の作成法を練習後，林道沿いで地質学的
ルートマップを作成した（写真１）．夜は，ルートマップの清

書作業を行い，結果を比較した．

２日目：５月19日（火） 雨まじり曇りのち晴れ
小櫃川支流笹川上流片倉ダム周辺の田代林道（清澄背斜南翼）

において，天津層と清澄層境界部の特徴を観察した．次に，三
石山林道の峠部（林道片倉三石線終点）にある三石山神社の周
辺（三石山頂部）に分布する上総層群黒滝層の粗粒堆積物（基
底礫岩）を観察した（写真２）．この後，清澄背斜のほぼ軸上
に位置する道の駅きみつふるさと物産館において昼食をとり，
午後は，片倉ダムから三石山に伸びる三石山林道（林道片倉三
石線：清澄背斜北翼）沿いに分布する天津層上部と清澄層の堆
積物，主な凝灰岩鍵層を一通り観察した後，もどりながらルー
トマップを作成した（写真３）．夜は，ルートマップの清書作
業を行い，結果を比較した（写真４，５）．

３日目：５月20日（水） 晴れ
清澄背斜北翼に位置する七里川本流沿いの天津層上部から清

澄層の分布域で，これらの地層の堆積物，主な凝灰岩鍵層の特
徴を観察するとともに，それらの分布をルートマップで表現し
た（写真６）．また，前日に観察した清和県民の森渕が沢林道
沿い（清澄向斜南翼）の清澄層最下部の特徴と七里川本流にお
ける同じ層準の地層の特徴の大きな違い，変化（背斜軸への地
層の収れん現象）にも注目し，確認した．夜は，ルートマップ
の清書作業を行い，結果を比較した（写真７）．

４日目：５月21日（木） 晴れ
夜半に雨が降ったことによる河川の増水の影響も考慮して，

午前は，小櫃川の東隣りに位置する養老川（養老渓谷）中瀬遊
歩道沿いの上総層群大田代層と梅ヶ瀬層のタービダイト砂岩泥
岩互層を観察し，上下方向での岩相の変化や安房層群のタービ
ダイトとの特徴の違いについて観察した．午後は，七里川沿い
で，前日の作業に引き続く形で，安野層分布域のルートマップ
を作成し，七里川沿いでの黒滝不整合下位の安野層，清澄層，
天津層上部分布域でのルートマップを完成させた．夜は，ルー
トマップの清書作業を行い，結果を比較するともに，七里川沿

左から，写真１：清和県民の森の渕が沢林道沿いの清澄層分布域でのルートマップ作成風景（初日）．写真２：上総層群最下部の黒滝層

（基底礫岩）から成る三石山山頂（標高282m）を参拝（２日目）．縁結びの祠があることから，その効果を期待したいが？写真３：三石山

林道沿いの清澄層分布域でのルートマップ作成風景（２日目）．

左から，写真４：夜のルートマップ清書作業の様子（２日目夜）．写真５：三石山林道沿いで作成したルートマップの比較図（２日目夜）．

写真６：七里川沿いの清澄層分布域でのルートマップ作成風景（３日目）．

2015年度春季地質調査研修実施報告
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いの２日間のルートマップデータを5,000分の１地形図上に移
し，全体の配置関係を確認した（写真８）．

５日目：５月22日（金） 晴れ
安房層群堆積時に外縁隆起帯をなしていたと考えられる嶺岡

構造帯を特徴づける蛇紋岩，その蛇紋岩が上昇中に取り込んだ
代表的なブロックの岩石（層状石灰質チャート，枕状溶岩）を
嶺岡山地周辺で観察した．

その後，東海岸を北上し，勝浦海中公園東隣りの勝浦市吉尾
漁港の東方に伸びる海蝕崖先端のボラの鼻で，安野層全体を浸
食し，三石山林道や七里川でみた清澄層上部のニセモンロータ
フ（Ky26）の直上までを浸食する黒滝不整合を観察した（凝
灰岩鍵層を通しての不整合下での浸食現象の確認）（写真９）．
また，不整合下の清澄層上部のニセモンロータフやタービダイ
ト砂岩の特徴などを観察した．次に，勝浦海中公園において清
澄層第一級の凝灰岩鍵層のHkタフ（Ky21）を再度観察すると
ともに（写真10），房総の中部ではタービダイト砂岩優勢互層
であったHkタフの下位の層準が，混濁流の下流側にあたるこ
の地域では泥岩優勢互層に変化していること（同時異相関係），
その結果，各種の凝灰岩鍵層が上下に密集して分布しているこ

左から，写真９：勝浦市吉尾漁港東方の海蝕崖先端部ボラの鼻における黒滝不整合（５日目）．写真10：勝浦海中公園の海蝕崖でみられる

清澄層第一級の凝灰岩鍵層Hk（Ky21）タフ（ゴマシオ状凝灰岩：折尺部分）．１mから２m上位には，黒色のスコリア層（通称，アワオコ

シタフ）がどこでも観察される．写真11：地質調査研修修了証書受領記念写真（右後ろにみえるのは，勝浦海中公園の海中展望塔）．研修

参加者には，この他に，CPD（技術者継続教育単位）40単位が与えられる．

写真７：七里川天津層

上部～清澄層分布域の

ルートマップ比較（３

日目夜）．

写真８：七里川の天津

層上部～安野層分布域

のルートマップデータ

を5,000分の１地形図

上に描写した一例．磁

北方向（N6°W）の

補助線がうすく描かれ

ている（４日目夜）．

とを確認した．また，この泥岩優勢互層部に発達する共役断層
群や生痕化石などを観察し，研修の締めくくりとした．そして，
恒例の地質調査研修修了証書の授与式と記念撮影を海中公園の
海岸をバックに行った（写真11）．その後，午後３時半頃にJR
外房線勝浦駅で解散し，講師は車（10人乗りハイエース）を夕
方までに茨城県のレンタカー屋さんに返すべく，一路北上した．

今回河川でのルートマップづくりの主要ルートとなった七里
川沿いは，すぐ隣を県道81号（清澄養老ライン）が通っている
こともあって，従来の猪の川（黒滝沢）ルートと比べてアプ
ローチはより容易で移動時間を節約できる点はプラスである
が，小櫃川本流の上流部にあたることから川幅が比較的広くて，
U字型の断面を示す支流の猪の川ほどには露頭の連続性がよく
ないことや雨などによる流量増大の影響をより受けやすい点は
マイナスである．地層の露出状況や凝灰岩鍵層の分布状況を比
較した場合には，天津層の場合はいずれもほぼ同じであるが，
清澄層の場合は七里川の方が，安野層の場合は猪の川の方がよ
り有利であるなど，それぞれ一長一短があるといえる，今回の
研修期間中は，夜半に雨が降り，昼は曇りから晴れというパ
ターンが多かったことから，通常よりは水量が少し多いなかで
の実施となった．

夜半に雨が降ることが多かった関係で，林道沿いの草むらな
どで作業した際には，湿気を好む山ヒルが比較的多く観察され
たが，その都度，互いに観察しあって早期発見に努め，発見の
度に食塩をかけて振り落した結果，実質的な被害はほとんどな
かった．また，長靴（スパイク長靴を使用）とズボンとの間に
は，毎朝布テープを幾重にも巻いて，山ヒルが長靴の中に入ら
ないように注意したが，この布テームの巻きつけは河川の水が
中に入るのを防ぐ意味でも有効であった．

今回は，最終日を除いて，毎日林道沿いか河川沿いでルート
マップづくりを行ったために，毎晩そのルートマップの清書作
業を共同で行い，その都度野帳を並べて互いに比較した．作成
したルートマップの量としては，今回がこれまでで一番多かっ
たといえる．

今後，秋の研修（11月に予定）までに，従来行っていた千葉
演習林（猪の川沿い）北口（黒滝口）への林道の改修・復旧が
実現した場合は，猪の川沿いでの研修，あるいは，猪の川と七
里川を組み合せた研修を実施することになろうが，改修・復旧
が間に合わなかった場合は，今回と同じく，七里川沿いでの
ルートマップづくりが中心となろう．

本研修実施にあたっては，地質学会担当理事の杉田律子氏，
産総研地質調査総合センターの関係者，東京大学千葉演習林関
係者，地質学会事務局にお世話になった．ここにお礼を申し上
げます．なお，地質学会HP上には，より多くの写真を使った
実施報告を掲載していますので，是非こちらもご覧ください．

（徳橋秀一・小松原純子）



らなかったのは残念です．
・当日の散歩の時間，距離とも丁度良かったと感じました．多摩

川の石観察の時にも娘の夏休みの自由研究にむけてフィールド
ワークの方法を教えていただきました．その説明がとても興味
深く，この夏は地層と石観察に娘を連れていこうと思います．

４．あとがき
以上盛り沢山の見学会でしたが，課題としては

１）スピーカーの音が参加者全員に聞こえるようなスピーカー
自身の改善および，説明の際の配慮

２）40名近くの大勢が狭い道を歩く際の，交通，一般通行人へ
のきめ細かい配慮

３）アップダウンの多さ等，徒歩ルートの地形情報の事前提供
４）熱中症対策と適切な休息
５）雨天時の昼食場所対策（毎年課題になっていますが）

以上が，挙げられます．来年はこれらの課題を踏まえてもっ
と楽しく興味深く安全な見学会にして行きたいと思っています．

この研修会の開催にあたって，鈴木毅彦氏，寺田良喜氏，中
山俊雄氏，本行事をバックアップして頂いた世田谷区教育委員
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会の方々には大変お世話にな
りました．最後になりました
が改めて心から感謝申し上げ
ます．
（文責：細矢卓志・杉田律子）

写真３　多摩川河原（STOP11）での記念写真

図１　ジオ散歩徒歩ルート

（左より）写真１　集合場所の玉

川総合支所　写真２　STOP１で

の説明（上総層群）

街中ジオ散歩in Tokyo
「等々力渓谷の地質と人の関わり」

１．まえがき
今春，日本地質学会は日本応用地質学会の共同主催，世田谷

区教育委員会・東京都地質調査業協会の後援で，地質の日記念
行事として標記の徒歩見学会（研修会）を開催しました．
今回は等々力渓谷近傍に見られる地質と地形をテーマに実施し
たものです．
日時：５月10日（日）
参加者数：28名
コース：10:00等々力駅に隣接した玉川総合支所集合→等々力

渓谷→３号横穴古墳→等々力不動→多摩川河川敷→野毛大塚
古墳→等々力渓谷入口公園15:30解散

講師：鈴木毅彦氏（首都大学東京），寺田良喜氏（世田谷区教育
委員会），中山俊雄氏（東京土木技術支援・人材育成センター）

幹事：加藤　潔，金丸龍夫，小松原純子，杉田律子，中澤　努，
細矢卓志（地質学会）緒方信一，長谷川貴志，原　弘（応用
地質学会）

２．街中ジオ散歩の状況
前日は雨がぱらつく天気でしたが，当日は晴天に恵まれ，参

加者一同，楽しく出発しました．午前中は，等々力渓谷内の上
総層群，武蔵野礫層の露頭を観察し，また３号古墳ではTP

（東京軽石）を基準に掘削されていることを学びました．午後
は多摩川の河原で現在の洪水堆積物の露頭と石の観察を行いま
した．また，野毛大塚古墳では、古墳が形成された時代背景や
発掘時の裏話も聞くことができました．古墳が形成された５世
紀の時点で畿内と深く結びついた証拠が認められていることに
驚きました．

３．参加者の方々の声（アンケート結果）
・「23区内に残された最も理想的な地質サイトを，贅沢なメン

バー（案内者と引率スタッフ）によって散歩することができ
て大変幸運でした．

・地形・地質の成り立ちと歴史時代の人間活動、およびその相
互関係について理解する貴重な時間になりました．

・普段断片的に持っていた知識フィールドでの体験を通じて体
系的なものとなって大変理解が深まった．また古墳など地質
以外のものとつながりを理解することで，地元への愛着も深
まったように思う．

・等々力渓谷の成立に関心を持っていた私は，今回の専門家と
の同行を楽しみにしていましたが，その点について明確にな

2015年　地質の日記念イベント！！開催報告

2015年の「地質の日（5/10）」に関連して開催された学会の催しをご紹介します．



日本地質学会News 18（６） 17

第32回地球科学講演会

共催：日本地質学会近畿支部・大阪市立自然史博物館・地学団
体研究会大阪支部

日時：５月10日（日）13:30～15:30
場所：大阪市立自然史博物館　講堂
講演テーマ：「阪神淡路大震災以降の活断層の研究と成果」
講師：岡田篤正氏（京都大学名誉教授・立命館大学客員研究員）
参加者：150名

6400名を上回る犠牲者の出た1995年兵庫県南部地震（M7.3）
からすでに20年が経ちました．この地震は，明石海峡の地下を
震源とし，淡路島北部と神戸市街地に向かって延びる活断層の
ずれによって生じました．淡路島北西部に沿って延びる野島断
層は震源断層の一部で，そのずれは地表に地震断層として現れ，

「活断層が地震を起こす」ことが，この地震をきっかけとして
広く国民に認知されるようになりました．政府も兵庫県南部地
震以降，活断層調査の重要性を認識し，地震調査研究推進本部
を設立し，国内に存在する主要な活断層の調査を行ってきまし
た．それらの結果は，地震調査研究推進本部のホームページな
どで公開されています．

この講演では，活断層研究の第一人者であり，「日本の活断
層」，「近畿の活断層」などをはじめ，活断層や変動地形学に関
する多数の著書，170編を超える関連の研究論文を出され，こ
れまでに広域の航空写真解析や活断層におけるトレンチ調査な
どを手掛けられてきた岡田篤正氏に「阪神淡路大震災以降の活
断層の研究と成果」をテーマとして現在までの活断層調査・研
究の成果について紹介していただきました．

講演では兵庫県南部地震を発生させた野島断層や六甲断層帯
の紹介と地震との関係を概説され，この地震以降の活断層調査
の経緯について紹介されました．そのあと，活断層がどのよう
に定義され，地表ではその変位がどのような地形的特徴として
現れているのかを具体的な事例を示しながら，わかり易く解説
されました．そして，活断層を調査する手法として，航空写真
判読やトレンチ調査，ボーリング調査，物理探査などの手法が
あり，それらを用いることで断層の活動履歴や活断層の将来的

近畿支部

長期評価をどのようにするのかについて説明されました．講演
の後半では，近畿周辺の活断層のうち，主要な琵琶湖西岸断層
帯，有馬－高槻断層帯，上町断層帯，中央構造線断層帯の研究
成果を示されました．

これらを通じて，兵庫県南部地震以降の活断層研究によって，
活断層の分布位置や性質の概要が判明したこと，変位速度や活
動様式が判ってきたこと，それらの分布や活動性に地域的粗密
があること，活断層の活動履歴や活動間隔が示され長期評価の
精度が向上してきたことなどが挙げられるとされました．その
一方，厚い被覆層下の活断層については，地下深部の断層変位
が被覆層の撓曲として幅の広い変形帯を伴って評価しづらいこ
と，その多くの地域が都市化して充分な資料が得られていない
こと，活断層の震源域までの構造がまだよく判らないこと，３
次元的な活構造の解明が必要であることなどの今後の課題につ
いても指摘され，講演を閉じられました．

参加者は，２時間近い講演に熱心に聞き入り，講演の後の質
問では，火山噴火と地震や活断層の関係についてなどの質問が
出され，予定時間をやや超過して講演会を終えました．

（文責：三田村宗樹）

岡田氏の講演を熱心に聴く参加者

☆環境地質部会

関東地下水盆と人工地層の地質環境巡検のご案内
―国際第四紀学連合（INQUA）第19回大会記念―

国際第四紀学連合（INQUA）第19回大会が2015年７月26日
（日）～８月２日（日）に名古屋において開催され巡検も同時に
実施されます．同大会巡検（Po-６：The environmental
management of the Big Kanto Groundwater Basin and the
distribution of man-made strata and geopollution）は催行人員
の関係で中止となりました．しかしながら，海外からの参加希
望者を含め，多数の参加希望者がいますので，同じ内容で巡検
を実施します．参加希望者を募集いたします．

主催：一般社団法人日本地質学会環境地質部会
共催：地質汚染－医療地質－社会地質学会，国際地質科学連合

環境管理委員会（IUGS-GEM）日本支部，国際医療地質
協会（IMGA）日本支部，NPO法人日本地質汚染審査機
構

期間：2015年８月４日（火）～８月５日（水）２日間
日程：１日目集合：東京駅大車輪広場（予定）13:30，解散：

海浜幕張駅 19:30頃
２日目集合：海浜幕張駅 ８:00，解散：成田空港18:00頃

門専 部 会 だ よ り



☆関東支部
報告

地質技術伝承講演会および
2015年度関東支部総会報告

2015年４月18日（土）東京都北区王子の北とぴあにて，地質
技術伝承講演会および関東支部功労賞表彰式，2015年度支部総
会を行いました．総会に先立って関東地質調査業協会との共催
で行われた地質技術伝承講演会は，講師に（株）ダイヤコンサ
ルタント関東支社副支社長の斎藤　勝氏を迎え「活断層を調査
する技術者の基盤【トレンチ調査編】」という演題で講演をし
ていただきました．今回は74名と多くの参加者があり，トレン
チ調査について，演者の齋藤氏の作成された詳細なスケッチ図
面を例に，技術者の基盤としてどのようなことを押さえるべき
か，細かな解説がありました．

総会では2014年度活動報告・決算報告，2015年度活動案・予
算案が審議され，いずれも拍手で承認されました．今年度も来
年度の年大会を見据えながら会員サービスに努めてまいりたい
と思っております．続いて行われた2014年度関東支部功労賞表
彰式では，横須賀市立自然・人文博物館とアジア航測（株）千
葉達朗氏が表彰されました．横須賀立自然・人文博物館は60年

支部コーナー

地質技術伝承講演会の様子

以上の歴史の中で展開されてきた地質学の普及，自然教育園の
運営，市民団体と積極的な協働が評価されました．アジア航測
㈱千葉達朗氏は，地形立体表現方法である「赤色立体地図」を
発明し，地質学の発展に貢献したこと，また発明を基礎として，
一企業内の活動にとどまらず，研究機関や行政，報道，市民団
体等と協働した社会活動を展開したことが評価されました．

（幹事長　笠間友博）

写真左から，演者の齋藤　勝氏（（株）ダイヤコンサルタント）．関東支部功労賞　横須賀市立自然・人文博物館柴田学芸員（左）と稲森運

営課長（中央），アジア航測（株）千葉達朗氏，有馬支部長と一緒に．

（海浜幕張駅　19:00頃）
参加費：10,000円（保険込）※宿泊費は各自負担
募集人員：11名
募集締切日：６月30日（火）
CPD単位：16単位（２日間）
＊１日目解散後，海浜幕張駅周辺で懇親会（実費）を予定して

います．
＊参加者にはより詳細情報をお知らせいたします．

巡検内容
関東地方ではかって地下水（天然ガスかん水を含む）の過剰

揚水による地下水位の低下や地盤沈下，東京湾岸の埋め立てや
内陸部の造成による人工地層の増加に伴う地震時の液状化―流
動化，そして各地で地質汚染など地質環境問題が多く発生して
きた．地下水盆管理をはじめとして，地質環境資源をリスクを
減らしながらいかに有効に活用するかという資源観に基づいた
地質環境利用の方法が提案されてきている．当巡検ではこれら
の地質環境問題について現地を訪問し，歴史，問題点及びその
解決法について議論する．

主な訪問予定地と見どころ
・東京駅周辺：地下水位低下による井戸の抜け上がり，地下水

位の低下と1970年代以降の地下水位上昇による影響
・千葉県浦安：地盤沈下による土地の低下および・地盤沈下観

測井，2011年東北大地震による液状化・流動化現象
・千葉県幕張・検見川：2011年東北大地震による液状化・流動

化現象
・茨城県神栖：地質汚染現場と単元調査法に地質汚染調査
・千葉県佐原：関東ベーズン実習センター，人工地層と地質汚

染，地質環境について最新の研究成果紹介
・千葉県銚子：廃棄物管理施設
・千葉県成田：関東ローム層の雨水浸透量の測定，天然ガス採

取井戸

連絡先・問い合わせ先
環境地質部会　古野邦雄<kuniofurunojp@gmail.com>

田村嘉之<y_tamtam3012@nifty.com>
もしくは，ジオスクーリングネット<http://www.geo-schooling.
jp/>からお申込下さい（利用者登録が必要です）．
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小さなEarth Scientistのつどい
～第13回　小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参加校募集

日本地質学会第122年学術大会の関連普及行事として，今年も上記発表会への参加校を募集します．詳細
は本誌予告記事をご覧ください．地学，理科クラブの研究活動の発表，そのほか，この１年間に授業の中で
行った活動の報告，児童・生徒の研究レポートなど地学的な活動，研究内容であれば構いませんので，ぜひ応募してく
ださい．FAXで参加申込をする場合は，以下の申込書をお使いください．メールの場合，形式は問いませんので同様の内容を記し
て＜main@geosociety.jp＞までお送りください．申し込みの際の参加生徒数，発表タイトル，発表概要は予定でも結構です．参加
していただいた生徒さんには参加証とともに，優秀な発表には「優秀賞」が贈られます．

日本地質学会地学教育委員会（担当：三次）

申込締切　2015年7月16日（木）
日本地質学会地学教育委員会　行き　（Fax 03-5823-1156）

小さなEarth Scientistのつどい　～第13回小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参　加　申　込　書

地学教育のページ

地
学
教
育

学校名※ 
（クラブ名） 

学校長名 

担当教員名※ 

研究者名（連記） 

（内，発表会参加生徒数　　　名） 

タイトル（仮題でも可） 
※ 

発表概要 
（可能であれば簡単に） 

担当者連絡先※ 学校所在地　〒　　　－ 
 
電話　　　　　　　　　　　　，Fax 
メールアドレス 

机の使用※ 　する　・　しない　（どちらかに○をつける） 

備考・連絡事項 

※については必ず記入してください． 
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［Island Arc Award 2015］
Chemical characteristics of chromian spinel in plutonic rocks:
Implications for deep magma processes and discrimination
of tectonic setting. < Island Arc, 20, 125-137 (2011).>
Shoji Arai, Hidenobu Okamura, Kazuyuki Kadoshima, Chimav
Tanaka, Kenji Suzuki and Satoko IshimaruReferences

［Invited Article］
１．Evolution Processes of Ordovician-Devonian Arc
System in the South-Kitakami Massif and its Relevance to
the Ordovician Ophiolite Pulse
Kazuhito Ozawa, Hirokazu Maekawa, Ken Shibata, Yoshihiro
Asahara, Masako Yoshikawa

オルドビス紀－デボン紀の南部北上山地島弧発達過程とオルド
ビス紀オフィオライトパルスとの関連
小澤一仁・前川寛和・柴田　賢・淺原良浩・芳川雅子

南部北上山地のオルドビス紀島弧オフィオライト（早池峰・
宮守オフィオライト）と高圧低温型変成岩類（母体変成岩），
および関連する古生代初期の地質体に関する年代，地質，岩石，
地球化学的データと新たに得た補足データに基づいてオルドビ
ス紀-デボン紀の南部北上島弧発達過程を再検討し，次のよう
なシナリオを得た．後期デボン紀以前に東から西への沈み込み
極性の変化があり，早池峰・宮守オフィオライトは，東に向か
う沈み込み帯の上で，上盤プレート展張に駆動された背弧海盆
拡大の初期と前弧域拡大の後期の断熱融解ステージとそれらに
挟まれたスラブ由来流体の影響を強く受けた中期融解ステージ
を経て形成された．弱いプレート間カップリングの条件下でス
ラブ後退とそれに引き続くスラブ断裂によって発生した非定常
的三次元マントル流動が中期から後期の融解を支配したという
テクトニックモデルを提案する．オルドビス紀オフィオライト
パルスを特徴づける含水鉱物に富んだマントルを持つオフィオ
ライトは，～５億年前のマントルの熱状態や水の循環の特異性
を反映していると考えられる．

Key Words : Hayachine-Miyamori ophiolite, island arc
evolution, ophiolite pulse, South Kitakami.

［Research Articles］
２．Graphitization of carbonaceous material in sedimentary
rocks on short geologic time-scales: An example from the
Kinsho-zan area, central Japan

Natsumi Mori, Simon wallis and Hiroshi Mori

中部日本・金生山地域を例にした，地質学的短時間スケールに
おける堆積岩に含まれる炭質物の石墨化
森　なつみ・サイモン　ウォリス・森　宏

初期の非晶質な炭質物は，被熱にともなってより結晶質にな
る．その構造変化は最高被熱温度のみならず被熱時間にも依存
する．10万年以上の時間スケールにおいて熱を被った天然試料
のラマンスペクトルは，結晶化度が定常状態に達することを示
す．一方，室内実験の研究では，3.5週間，1000℃の加熱後でも
炭質物の結晶化度はほとんど変化しないことが示されている．
結晶化作用についての時間スケールのさらなる制約には，数年
～数万年スケールでの検証が必要であり，このような長時間の
時間スケールに関しては，被熱時間の長さが明らかである炭質
物を含有する天然の岩石を例とすることでのみ，導くことが可
能である．岐阜県・赤坂石灰岩地域の幅13mの岩脈周辺に発達
する接触変成作用についての熱モデリング結果は，被熱時間ス
ケールが１～100年であることを示す．ラマンスペクトルは，
岩脈の３m以内において炭質物の結晶化度の著しい増加を示す．
接触変成域において推定される温度と炭質物の結晶化度の比較
結果は，岩脈近傍であっても，炭質物が定常状態に達しないこ
とを示す．この変化は，数年の被熱時間スケールにおいて（モ
デリング温度が）550℃以上で開始する．天然の地質学的な条
件下では，炭質物の結晶化作用における定常状態の獲得には，
約100年以上の時間スケールの加熱が必要である．本研究は，
岩石中の炭質物結晶化作用のカイネティクスを決定するため
に，天然実験研究を用いることが有用であることを示す．

Key Words : carbonaceous material, contact metamorphism,
Raman spectroscopy, thermal modeling

３．Laboratory measurements of‘porosity-free’intrinsic
Vp and Vs in an olivine gabbro of the Oman ophiolite:
Implication for interpretation of the seismic structure of
lower oceanic crust

Satoshi Saito, Masahiro Ishikawa, Makoto Arima, Yoshiyuki
Tatsumi

オマーンオフィオライト産かんらん石斑れい岩の「空隙フリー」
P波・S波速度測定：下部海洋地殻地震波速度構造の解釈にお
ける意義
齊藤　哲・石川正弘・有馬　眞・巽　好幸

海洋地殻条件のような比較的低圧下での弾性波速度測定実験
では，試料内に存在する空隙が岩石のP波速度（Vp），S波速度

（Vs），Vp/Vs比に強く影響を与えてしまう．一方，ピストン・
シリンダー型高温高圧発生装置を用いて広い温度圧力下（室温
～400℃，0.2～1.0GPa）で測定実験を行うことにより，海洋地
殻条件における岩石の「空隙フリー」Vp，Vs，Vp/Vs比を精
度良く求めることが可能である．本論では，オマーンオフィオ
ライトに産するかんらん石斑れい岩の「空隙フリー」Vp，Vs，
Vp/Vs比を求め，下部海洋地殻地震波速度構造の解釈における
意義を述べる．

Key Words : elastic wave velocity, gabbro, oceanic crust, Oman
ophiolite, piston-cylinder high-pressure apparatus, porosity.

Vol.24, Issue 2

Island Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 24 Issue２が2015年６月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://onlinelibrary.wiley.com/journal

/10.1111/（ISSN）1440-1738）で無料閲覧できますの

で，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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４．Foldback reflectors near methane hydrate bottom-
simulating reflectors: Indicators of gas distribution from
3D seismic images in the eastern Nankai Trough

Marc Humblet, Chuki Hongo and Kaoru Sugihara

メタンハイドレート海底疑似反射面の縁辺に見られる「折り返
し反射面」：東部南海トラフの三次元反射法地震探査記録にお
けるガス分布の指標
大塚宏徳・森田澄人・棚橋　学・芦　寿一郎

海底下浅部における流体の分布や挙動を理解することは，ガ
スハイドレートの形成や全球的な炭素循環を考えるうえで重要
である．反射法地震探査を用いたガス分布の推定は，多くの場
合ガス分布の境界は不明瞭である事に加え，系統的な手法が確
立されていないことから容易ではない．本研究では東部南海ト
ラフで実施された三次元反射法地震探査に認められた，ガスハ
イドレートの形成や流体移動に関連するとみられる特徴的な反
射面について報告する．その形態からこの反射面を本研究では

「折り返し反射面（Foldback reflector, FBR）」と呼ぶ．FBRは
ガス（メタン）ハイドレート海底擬似反射面（Bottom simulating
reflector, BSR）の縁辺から下方に向けて折り返すことを繰り返
した形状をしており，全体として地層に平行な「折り目」を持
つ蛇腹状の構造を呈する．FBRは折り返す毎に位相を反転させ
る．FBRを側方に跨いで異なるサイスミックファシスが認めら
れ，BSRより下位の地層は相対的に低振幅で高周波数成分に乏
しく反射面が不明瞭な傾向を示すのに対し，BSR分布の外側に
ある地層は明瞭な反射面を維持している．また，反射面が不明
瞭な領域は周囲より弾性波速度が低い領域に対応している．こ
のような低速度異常および反射特性は堆積層中にガスが存在す
ることを示唆している．FBRは隆起帯の良く成層した堆積層に
発達する傾向がある．FBRの傾斜方向は，FBRの発達する地層
の傾斜に規制されているとみられる．FBRの縁辺はしばしば反
射強度の大きい反射面に対応している．このようなFBRの発現
は，BSRと同様に地域的な隆起や層理面沿いの流体移動がFBR
の発達に関わっていることを示唆している．

Key Words : 3D seismic survey, accretionary prism, fluid
migration, methane hydrate, uplift.

５．Cretaceous granitoids and their zircon U-Pb ages
across the south-central part of the Abukuma Highland,
Japan

Shunso Ishihara, and Yuji Orihashi

日本，阿武隈高地，中央南部に分布する白亜紀花崗岩類および
含まれるジルコンU-Pb年代の東西変化
石原舜三・折橋裕二

阿武隈変成深成岩帯の中央南部を横切る東西方向で，花崗岩
類のジルコンU-Pb年代を調べた．測定ジルコン年代は，古典
的分類法である“旧期”，“新期”花崗岩類を支持しない．西部
地域の竹貫・御斉所変成岩類において花崗岩類を西から東へ第
Ⅰ帯，第Ⅱ帯，第Ⅲ帯に分けると，第Ⅲ帯で緑色片岩相に貫入
する入遠野石英閃緑岩中の花崗閃緑岩が調査地域内で最も古い
121 Maを示した．北方の花崗閃緑岩も112 Maと，やや大きい
値を示す．しかし，竹貫-御斉所変成岩類に貫入する他の花崗
岩類は103－99 Maと若い年代を示すに過ぎない．

両雲母花崗岩と黒雲母花崗岩類は99 Ma態度の若い年代を示
した．阿武隈変成帯と領家変成帯の花崗岩活動は石英閃緑岩質
マグマの上昇・貫入に始まり，両雲母花崗岩の貫入で終息した．
畑川破砕帯以東の花崗岩類からは110－106 Ma（４試料）が得

られ，北上山地と同様な古い値は得られなかった．日本列島全
体としての白亜紀の花崗岩活動は，北上山地，阿武隈高地，領
家帯，そして西南日本の山陰帯へと若くなる傾向がみられる．

Key Words : Abukuma Highland, Cretaceous granitoids, U-Pb
age, zircon.

６．Petrology and geochemistry of ultrahigh-temperature
granulites from the South Altay orogenic belt, northwestern
China: Implications for metamorphic evolution and protolith
composition

Xiaoqiang Yang, Zilong Li, Huihui Wang, Hanlin Chen, Yinqi Li
and Wenjiao Xiao

南アルタイ造山帯の超高温グラニュライトの岩石学・地球化
学：変成条件の変遷と源岩組成の示唆

中国北西部，南アルタイ造山帯の超高温（UHT）グラニュ
ライトは下部地殻の構成物と古生代における中央アジア造山帯
のテクトニックな進化について重要な解答を提供する.本論文
はアルタイUHTグラニュライトの源岩と変成条件の進化を理
解するために，全岩地球化学及び鉱物の特徴を明らかにした．
アルタイグラニュライトは－9.27～－3.95と負の判別関数値

（DF）を示すことから，堆積岩，おそらくは泥質岩起源と思わ
れる．920－1010℃へ，９kbar以上のピーク変成温度圧力条件
とスピネル（低ZnO）＋石英及び斜方輝石（Al2O3 9.2 wt%以
下）＋珪線石＋石英の共生は，超高温変成作用を示す．二段階
の後退変成作用が認められる；はじめに750℃，5.2-5.8 kbarに
等温減圧し，次いで4.8－5.2 kbar，520－550℃ へと温度が低下
した．先行研究と合わせて，アルタイUHT泥質グラニュライ
トが示す時計回りの温度圧力変化は，シベリアプレートとカザ
フスタン－ジャンガープレート間の衝突・付加過程を示唆する
と考えられる．

Key Words : geochemistry, mineral characteristics, provenance
reconstruction, P-T estimate, South Altay orogenic belt,
ultrahigh-temperature granulite.

７．Geologic evidence for late Quaternary repetitive surface
faulting on the Isurugi fault along the northwestern
margin of the Tonami Plain, north-central Japan

Tadashi Maruyam, Masaru Saito

砺波平野北西縁に分布する石動断層の第四紀後期における地震
断層活動
丸山　正・齋藤　勝

砺波平野北西縁に分布する石動
いするぎ

断層の第四紀後期の活動性を
明らかにするため，航空レーザ詳細地形データ解析，現地踏査，
トレンチ掘削調査を実施した．その結果，同断層が更新世後期
以降に地震断層を伴う地震運動を繰り返し，その最新活動は完
新世後半であることが明らかになった．変動地形学的に認定さ
れる石動断層の活断層トレースは短い区間に限定されるが，こ
れは同断層に平行して流れる小矢部川の侵食や埋積の影響を受
けたことによるものであり，地震断層を伴う大地震を引き起こ
す規模の断層が伏在している可能性がある．

Key Words : active fault, backthrust, Isurugi fault, LiDAR,
thrust fault, trenching.



８．Tectonic reconstruction of batholith formation based
on the spatiotemporal distribution of Cretaceous-
Paleogene granitic rocks in southwestern Japan

Kazuya Iida, Hikaru Iwamori, Yuji Orihashi, Taeho Park,
Yong-Joo Jwa, Sung-Tack Kwon, Tohru Danhara, and Hideki
Iwano

西南日本に分布する白亜紀－古第三紀花崗岩の時間空間分布に
基づく成因とテクトニクスの復元
飯田和也・岩森　光・折橋裕二・Taeho Park・Yong-Joo
Jwa・Sung-Tack Kwon・檀原　徹・岩野英樹

本論文では，沈み込み帯における花崗岩の成因とテクトニッ
クセッティングを明らかにするために，西南日本白亜紀?古第
三紀の花崗岩の詳細な年代測定を行った．鳥取，岡山，香川県
に分布する92サンプルのU-Pbジルコン年代測定を行い，南か
ら北にかけて段階的に年代が若くなることを示した．このよう
な移動を説明するモデルとして，海嶺沈み込みと沈み込み角度
の変化が考えられる．数値計算により両モデルの溶融領域を計
算し，観測との比較を行った．海嶺沈み込みモデルでは，セグ
メントを伴った45 km幅のリッジが1.6 cm/yrで沈み込むことに
より溶融領域がおよそ再現できることが分かった．一方で，沈
み込み角度の変化で説明する場合，沈み込み角度が37°から
20°に変化することにより，段階的な時空間変化を再現できる
ことが分かった．海嶺沈み込みモデルの方が，火成活動が全体
として限られた期間に起こる点をより良く説明する．

Key Words : age, granite, heat source, ridge subduction, SW
Japan, zircon.

９．Dating of altered mafic intrusions by applying a zircon
fission track thermochronometer to baked country rock,
and implications for the timing of volcanic activity during
the opening of the Japan Sea

Hiroyuki Hoshi, Hideki Iwano, Tohru Danhara, and Naoyoshi
Iwata 

変質苦鉄質岩の年代を被熱母岩のジルコンFT熱年代測定に
よって決める：日本海拡大期の火山活動タイミング
星　博幸・岩野英樹・檀原　徹・岩田尚能

変質苦鉄質岩の貫入年代を一般的な放射年代測定で決めるの
は難しい．我々は今回，貫入によって焼かれた母岩にFT熱年
代学の手法を適用することで変質苦鉄質岩の貫入年代決定を試
みた．長野県高遠地域に分布する変質ドレライト岩脈の年代を
決定するために，母岩の白亜紀花崗岩から試料を採取した．貫
入面から８mm以内のジルコンは一様に17～16 MaのFT年代を
示した．FT長解析により，白亜紀以降に蓄積されたFTはドレ
ライト貫入時にリセットされ，現在見られるFTはその後に生
じたものであることが確認された．貫入面から20 mmまで範囲
を広げると，FTがリセットされたジルコンとそうでないジル
コンの混合による年代が得られた．以上の結果はドレライトの
年代が17～16 Maであること，および被熱母岩に対するFT熱
年代測定が変質苦鉄質貫入岩の年代決定に有効であることを示
す．西南日本東部では18～15 Maに火山フロントが前弧側に張
り出し，火山活動が散在的に起こった．これは日本海拡大期に
前弧側マントルウェッジまで熱いアセノスフェア物質が侵入し
たためかもしれない．なおアパタイトはより若いFT年代を示
し，中期中新世以降の局所的なマグマ活動の影響を受けた可能
性がある．

Key Words : apatite, dolerite, fission track dating, fission
track thermochronometry, geochronology, Japan Sea opening,
mafic intrusion, Miocene, Southwest Japan, zircon.

10．Petrogenesis of diabase from accretionary prism in the
southern Qiangtang terrane, central Tibet : Evidence
from U-Pb geochronology, petrochemistry and Sr-Nd-Hf-O
isotope characteristics

Jin-Xiang Li, Ke-Zhang Qin, Guang-Ming Li, Jun-Xing Zhao,
and Ming-Jian Cao

中央チベット，南部Qiangtangテレーンの付加体中のダイア
ベースの成因論

Lhasa及びQiangtangテレーン間のBangong-Nujiang（BNS）
縫合帯は，重要な境界を占め，その岩石学的成因についてはよ
くわかっていない．南部Qiangtangテレーンの付加体のダイア
ベース中のジルコンは181.3 ± 1.4 MaのU-Pb年代を示す．ダイ
アベースはソレアイト質玄武岩組成であり，やや軽希土類元素
に富むパターン，さまざまな程度に富む不適合元素（Th, Rbな
ど），HFS元素（Nb, Taなど）異常を欠く点で，エンリッチし
た中央海嶺玄武岩（E-MROB）に類似する．相対的に均質な全
岩Nd同位体組成（εNd（t）=7.3-9.1）とジルコンのHf-O同位
体組成（εHf（t）=14.8-16.1,δ18O=4.57-6.12 ‰）は，地殻の混
染がほとんどなく枯渇したマントルが融解したことを示す．全
岩化学組成変化からダイアベースはBangong-Nujiang海の中央
海嶺とプルームの相互作用によって生じたと考えられる．

Key Words : diabase, petrogenesis, Qiangtang terrane, Tibet,
zircon Hf-O isotope.

［Thematic Article］Petrogenesis and chemogenesis of
oceanic and continental orogens in Asia: Recent progress,
Part II 
11．Extensive normal faulting during exhumation revealed
by the spatial variation of phengite K-Ar ages in the
Sambagawa metamorphic rocks, central Shikoku, SW Japan
Toru Takeshita, Koshi Yagi, Chitaro Gouzu, Hironobu Hyodo,
and Tetsumaru Itaya

西南日本，四国中央部三波川変成岩中のフェンジャイトK-Ar年
代の空間変化に基づき明らかにされた上昇削餝時の広範囲な正
断層活動
竹下　徹・八木公史・郷津知太郎・兵藤博信・板谷徹丸

変成岩の地表に向けての上昇において，変形モードは上昇と
ともに延性変形から脆性変形に変化する．我々は猿田川地域の
三波川変成岩（広義）を構成する泥質片岩中のフェンジャイト
K-Ar年代が断層活動によって乱されていないかを検討するた
め，その空間変化を調査した．その結果，我々は下位ガーネッ
ト帯とアルバイト－黒雲母帯およびアルバイト－黒雲母帯と上
位ガーネット帯の２つの境界を横切って，年代が約５百万年変
化していることを明らかにした．これらのフェンジャイトK-
Ar年代の空間変化は，おそらく脆性-延性転移の条件（約
300℃）で生じたD２時相の大規模な正断層活動によって変成
岩層が切断されたことによる．理由はアクチノライト岩が前者
の境界に形成されているからである．ここで，D２時相直前に
は変成岩層が水平であり，変成岩の上昇速度が以前推定されて
いた値，１km/百万年であった仮定すると，５百万年のフェン
ジャイトK-Ar年代の変化は，以前の研究で報告されていた北
傾斜の低角正断層に沿って約10 kmの変位が生じたことを示
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す．アクチノライト岩からのフェンジャイト40Ar/39Ar年代
（約85 to 78 Ma）は周囲の断層活動を受けていない泥質片岩の
K-Ar年代と合理的に比較出来る．その理由として周囲の泥質
片岩のK-Ar年代も，フェンジャイト中のアルゴンの拡散閉止
温度（約500－600℃）よりもはるかに低い脆性-延性転移の温
度条件以下に冷やされてからの経過時間を示していることが考
えられる．

Key Words : exhumation, normal faulting, phengite K-Ar
ages, Sambagawa metamorphic rocks.

［Thematic Article］Carbonate sedimentation on Pacific
coral reefs, Part II 

12．Carbonate sedimentation in seagrass beds on Ishigaki-
jima, Ryukyu Islands, southwestern Japan
Keita Fujita, Ryuji Asami, Hideko Takayanagi, and Yasufumi
Iryu

琉球列島石垣島の海草藻場における炭酸塩の堆積過程
藤田慶太・浅海竜司・高柳栄子・井龍康文

われわれは，海草藻場の生物相・堆積相を検討し，そこでの
炭酸塩の堆積過程を明らかにするため，琉球列島石垣島の名蔵
および吉原において，海岸から沖合に向けて引いた３本の測線
上で，海草藻場の生物学的・堆積学的調査を行った．両地点で
は海草藻場は沿岸に対してほぼ並行に配列し，その分布幅は60
mから110 m以上に達する．海草藻場の卓越種はThalassia
hemprichiiおよびCymodocea rotundataであり，随伴種として

C. serrulataがみられた．海草の被覆率には明瞭な季節変化が
みられ，平均被覆率は夏期から秋期（７～10月）に相対的に高
く，冬期から春期（１～４月）に相対的に低かった．海草藻場
の表層堆積物は，中粒～極粗粒砂大の生砕物が優勢であり，
grainstoneないしpackstone様の岩相を呈していた．生砕物と
して，サンゴ，サンゴモが多く認められ，底生有孔虫，軟体動物，
ウニ，ハリメダが伴ってみられた．名蔵では，grainstone／
packstoneの下位に，rudstone様の岩相を呈する粗粒な堆積物

（サンゴ片を含む）が認められた．表層堆積物の直下（海底か
ら10～20 cm以深）の堆積物は黒色を呈しており，海草藻場一
帯では海底下に還元環境が広がっていることが示唆された．名
蔵および吉原のコア試料より採取されたサンゴ片（それぞれ，
コア深度24.5 cmおよび16.5 cm）の放射性炭素年代は，それぞ
れ2781～2306 cal BPおよび4374～3805 cal BP（２σ）であった．
これは，海草藻場での堆積速度が極端に遅い（＜0.1 mm／年）
ことを示している．堆積物の流入量は，冬期から夏期にかけて

（１月～７月）よりも，夏期から冬期にかけて（７月～１月）
の方が多く，これは夏期から冬期に風や嵐によって大量の堆積
物が運搬されるためだと考えられる．堆積物の流入量は，名蔵
では74～96 kg CaCO3／m2／年，吉原では21～57 kg CaCO3／
m2／年で，周囲と比べて著しく多く，これは海草藻場が堆積
物をトラップする機能を有していることを示す．このように，
琉球列島の海草藻場では，多量の堆積物が流入しているにも関
わらず，堆積速度が極端に遅く，流入した堆積物のほぼ全ては
海草藻場の外へ移動していると思われる．

Key Words : carbonate, Ryukyu Islands, seagrass, seagrass
bed.
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日本地質学会では，学会員相互の交流と親睦を図る目的で，会員名簿を発行することを運営規則にうたっております．2015年は
その発行年にあたり，本年11月末日発行の予定で準備を行っております．

名簿の発行様式は前回と同様で，全会員を収録します．本会としては，個人情報保護法の制約はあるとしても，会員の皆様が上
記の目的に沿って利用できるような，従来規模の名簿を作成したいと考えておりますので，調査の実施にご理解とご協力をお願い
いたします．

また，名簿作成時の会員以外は配布対象とはせず，会員も含めて発行後の販売は一切行わないことはこれまでどおりです．

名簿作成までの手続きを次のように行います．

１．①「名簿掲載アンケート：会員名簿訂正・変更･登録カード」を提出していただく，もしくは，②学会
ホームページから「会員のページ」へログインし，ご自身の情報を訂正・変更してください．

①名簿掲載アンケートを提出する場合：本アンケートは名簿掲載に関する確認も兼ねています．訂正，変更の有無に関わらず，
名簿掲載選択項目について掲載を拒否する項目がありましたら，必ずアンケートの書き方の指示に従って掲載拒否の意思を
お示し下さい（アンケートの書き方の詳細は後段を参照）．

②Web画面上から更新する場合：「会員のページ」へログイン後，会員メニューの「会員登録情報」画面でご自身の情報を確
認し，情報の訂正・変更をして下さい．編集画面下側に会員名簿（冊子）への掲載について確認する項目がありますので，
掲載を拒否する項目には『□非掲載』にチェック（ ）をつけて下さい．チェックのついていない項目は掲載承諾いただい
たものとします．
①，②いずれの場合でも，掲載を拒否する項目がある方は必ず意思表示してください．チェックのついていない項目につい

ては掲載承諾いただいたものとします．なお，アンケートの返送のない会員（Web画面上で更新のない会員）については前
回の名簿作成時と同様に「推定承諾」とみなし，2013年版会員名簿に掲載されている項目に準じて掲載いたします．

２．アンケート提出およびWeb画面更新締切：2015年10月５日（月）とします．

2015年６月
運営財政部会会員担当　緒方信一

「名簿掲載アンケート：会員名簿訂正・変更カード」記載について

本アンケート用紙（本誌別掲）は，基本的にWeb画面上で更新しない方に提出していただきます．アンケートには，会員とし
て登録されている（登録できる）基本項目を，すべて挙げてあります．各項目の内容について訂正や変更がある場合には記入して
お出しください．なお，会員名簿にはこれらの項目のうち，下記の名簿掲載項目（必須，選択）を載せます．選択項目については，
個人の希望によりますので，選択項目について掲載を拒否する項目がある場合には，該当する項目の□欄にチェック（ ）を入れ，
掲載拒否の意思をお示し下さい．チェックのついていない項目は掲載承諾いただいたものとします．

なお，アンケートの返送のない会員については「推定承諾」とみなします．

１．名簿に掲載できる項目：※氏名（ふりがなつき），出身校，卒年，※所属先，所属部課名，所属先電話，FAX番号，連絡先
住所＝自宅住所または所属先住所，自宅の場合は自宅の電話，FAX番号，メールアドレス（所属先または個人のどちらか一
方）
２．名簿に必ず掲載する項目：上記の※印つき項目，氏名，所属（ない場合は掲載しない）
３．名簿掲載を選択できる項目：上記の※印のない項目すべて
４．選択項目のうち掲載を拒否する項目がある場合：選択項目の□欄にチェック（ ）を入れてください． 印がない項目は掲

載承諾いただけたものとします．
５．名簿に掲載されない項目：会員番号，生年月日，興味専門分野，専門部会
６．掲載様式例

日本地質学会会員名簿作成アンケートの実施について

氏　　名 出身校 卒業年 勤務先 〒 連絡先住所<e-mail>
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地質大環境 71 地質調査（株）地質部獗 03-5823-1150 101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15

倏 03-5823-1156 <main@geososiety.jp>



日本地質学会125周年を迎えるにあたって

一般社団法人日本地質学会理事会
125周年記念事業検討委員会

日本地質学会は1893（明治26）年に創設され，明治30年の会員数は128名であった．それ以来，日
本地質学会は営々と学問の歴史を築き，現在の会員数は約3800名，2018年には125周年を迎える．

明治維新後，日本における地質学は国土の開発のために必須の学問としてその歴史が始まった．
農業，工・鉱業は日本列島の地質の解明とともに発展し，鉄道や道路の敷設，トンネル掘削地の決
定などは地質学の裏付けが不可欠であった．その後も地質学は大いに日本の近代化に寄与し，発展
に貢献してきた．近年になり，経営的観点から炭鉱をはじめとする日本の鉱山の大部分が閉山とな
ったが，2011年３月11日の東北地方太平洋沖地震とそれに続く原子力発電所事故により，地質学に
対しては，社会の持続的発展に向け，国土が適切に利用されるための情報の供与，評価が求められ
るようになった．

地質学は地層や岩石，化石，鉱物などを探求する学問として発展して来たが，現在では地球の生
成から現在に至るまでの地球史の統合的理解が進み，未来予測までもが学問の対象となっている．
このような進歩により，巨大津波についての予測の提供ができるようになり，レア・メタルやメタ
ンハイドレート，深海底熱水鉱床の発見など，未来につながる新しい発見も相次いでいる．さらに，
頻発する巨大自然災害や火山噴火，地球環境問題の複雑化への対応において，地質学的観点が重視
されるようになり，地質学が果たすべき役割は一定の認知を得ている．一方で，ジオパークの推進，
地学教育の充実ならびに自然災害や環境問題に対する市民の理解を高めることは，日本の地質学に
おける今後の継続的課題である．

日本地質学会の創立125周年は，地質学の来し方，行く末を見つめ直す機会であり，地質学のさら
なる地位向上と地質学会の社会的発信力を強化していく絶好の機会でもある．私たちはこのような
状況を踏まえ，創立125周年にむけて，一連の記念事業の実施を計画している．記念事業を成功させ
るためには，多くの会員諸氏の参画・協力が不可欠であるので，本記念事業への参画・協力を広く
お願いしたい．

2015年５月23日

（追記）５月23日より，125周年記念事業実行委員会が発足しました．
メンバー：渡部芳夫，久田健一郎，平田大二，矢島道子，天野一男，永広昌之，緒方信一，
佐々木和彦，佃　栄吉，宮下純夫（順不同）

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）発行！
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日本地質学会第122年学術大会
（長野大会）予告

会期　2015年9月11日（金）～13日（日）

日本地質学会第121年学術大会（鹿児島大会） プログラム　2014年9月13日（土）～15日（月・祝）

日本地質学会 News
Vol.18  No.6  June  2015

地質学雑誌　第121巻　第6号（通巻1437号）付録　平成27年6月15日発行（毎月1回15日発行）

狡一般社団法人日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp

News2015_6月号表14.qxd  2015.6.19  5:05 PM  ページ1




